
きょうの紙面
６面

２面

「４週４休以下」の技術者
繁忙期は７割に／電設協
四国カルスト公園縦断線
２車線に拡幅へ／県

３面 ４面高松市錦町に寄宿舎
月初旬着工へ／奥村組
鬼北店を新設
年５月の開設目指す／コスモス薬品

ＢＩＭ／ＣＩＭデータ
引渡しで国交省
損保の履行保証で国交省
暫定措置を延長

西日本高速道路会社四国支社
保全サービス事業部長に
就任した

浦　啓之　氏
　うら　 　ひろ　　ゆき　

新
技
術
で
効
率
的
な
予
防
保
全
を

四国地整

日ま
で参加受付

大原町・朝倉南地区の電線共同溝ＰＦＩ

四
万
十
町
の
佐
川
橋

土
木
遺
産
に
認
定

土
木
学
会
　
　
　
　

国
道

号
大
原
町
・
朝
倉
南
地
区
の
現
況

　
﹁

時
間
３
６
５
日

安
全
で
安

心
か
つ
快
適
な
走
行
空
間
を
提
供
す

る
﹂
こ
と
が
保
全
サ

ビ
ス
事
業
部

の
使
命

そ
の
中
で
も
主
体
と
な
る

の
が
維
持
管
理
で

四
国
管
内
の
橋

梁
は
比
較
的
新
し
い
と
は
い
え

早

め
に
補
修
し
劣
化
を
最
小
限
に
と
ど

め
る﹁
予
防
保
全
﹂に
力
を
入
れ
る


﹁
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
優
先
順
位

を
付
け

点
検
デ

タ
を
可
視
化
す

る
な
ど
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
な

が
ら
効
率
的
に
進
め
た
い
﹂
と
先
を

見
据
え
る


　
建
設
事
業
と
比
べ
る
と
保
全
業
務

は
地
味
に
見
え
る
場
合
が
あ
る

そ

ん
な
中
で
も
﹁
命
を
守

て
い
る
大

事
な
仕
事
﹂
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
﹁
現
場
見
学
会
な
ど

を
開
き
た
い
﹂
と
展
望
す
る

仕
事

は
必
ず
し
も
楽
し
い
も
の
で
は
な
い

が

あ
え
て
﹁
楽
し
ん
で
す
る
﹂
こ

と
を
心
掛
け
﹁
四
国
支
社
の
保
全
サ


ビ
ス
事
業
部
に
転
勤
し
た
い
と
言


て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
の
が
目

標
﹂
と
話
す


　
仕
事
に
当
た

て
は
﹁
人
と
人
と

の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
不
可

欠
﹂
と
し

毎
朝
の
あ
い
さ
つ
や
雑

談
も
積
極
的
に
行
う

そ
の
中
で

﹁
少
し
お
か
し
い
﹂﹁
元
気
が
な
い
﹂

な
ど
の
異
変
を
素
早
く
察
知
し

ケ

ア
す
る
こ
と
を
心
掛
け
る


　
２
０
１
７
年
以
来

四
国
生
活
も

７
年
目
を
迎
え
た

最
初
の
配
属
先

と
な

た
徳
島
工
事
事
務
所
に
は
５

年
在
籍
し

徳
島
南
部
自
動
車
道
の

開
通
も
見
届
け
た

﹁
海
中
で
の
作

業
が
多
い
難
工
事
に
最
後
ま
で
携
わ

る
こ
と
が
で
き
た
﹂
と
満
足
げ
に
振

り
返
る

︵
報
道
部

岡
林
正
士
︶

　
︻
略
歴
︼
大
阪
市
立
都
島
工
業
高

校
卒

１
９
８
３
年
日
本
道
路
公

団
︵
当
時
︶
採
用

四
国
支
社
徳
島

工
事
事
務
所
長

四
国
支
社
技
術

審
査
担
当
部
長
な
ど
を
歴
任
し
６

月
か
ら
現
職


歳

大
阪
府
出

身


（１） 第７４００号 ＜昭和年月日第三種郵便物認可＞ 年（令和５年）月６日＜金曜日＞　火・金曜発行（祝日を除く）

年（令和５年）
　　　　　　　　　　６　金　　月　日　曜日

　
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
は

国
道

号
大
原
町
・
朝
倉
南
地
区
電
線
共
同

溝
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
を
公
告
し
た

参
加
表
明
書
な
ど
第
１

次
審
査
資
料
の
提
出
を

日
ま
で

入
札
書
と
事
業
計
画
書
な
ど
第
２
次
審
査
提
出

書
類
を

月

日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
受
け
付
け
る

事
業
期
間
は
２
０
５
３
年
３
月


日
ま
で


　
同
事
業
は

電
線
共
同
溝

︵
管
路
部
・
特
殊
部
・
横
断

部
︶

車
道

歩
道

道
路

付
属
物
の
調
査
・
設
計

工

事

電
線
共
同
溝
の
維
持
管

理
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
Ｂ

Ｔ
Ｏ
方
式
で
包
括
的
に
実
施

す
る

事
業
場
所
は
国
道


号
の
う
ち

高
知
市
大
原
町

地
区

河
ノ
瀬
町
地
区
ま
で

の
道
路
延
長
８
６
０

︵
事

業
延
長
１
７
３
０

︶


　
参
加
形
態
は
単
独
企
業
ま

た
は
複
数
企
業
で
構
成
さ
れ

る
グ
ル

プ

契
約
締
結
ま

で
に
特
別
目
的
会
社
︵
Ｓ
Ｐ

Ｃ
︶
の
設
立
が
で
き

Ｓ
Ｐ

Ｃ
を
設
立
す
る
場
合

応
募

グ
ル

プ
以
外
で
業
務
の
請

負
な
ど
を
予
定
す
る
協
力
企

業
に
つ
い
て

１
次
審
査
資

料
に
明
記
す
る
必
要
が
あ
る

他

事
前
調
査

詳
細
設
計

業
務

既
存
支
障
施
設
の
移

設
や
解
体
撤
去
復
旧
業
務


電
線
共
同
溝
な
ど
の
工
事
業

務
工
事
監
理
業
務
点
検


補
修

台
帳
作
成
な
ど
の
維

持
管
理
業
務
の
実
施
担
当
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る


　
調
査
・
設
計
業
務
を
実
施

す
る
者
は


年
度
以
降
に

発
注
さ
れ
た
電
線
共
同
溝
の

実
施
設
計
ま
た
は
基
本
設
計

の
元
請
け
実
績
が
参
加
要
件

と
な

て
い
る


　
工
事
業
務
を
担
当
す
る
者

は

四
国
地
方
整
備
局
の
参

加
資
格
の
う
ち
ア
ス
フ

ル

ト
舗
装
工
事
が
Ａ
ま
た
は
Ｂ

等
級
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
や

年
度
以
降
に
引
き

渡
し
が
完
了
し
て
い
る
工
事

で

供
用
中
の
道
路
で
交
通

規
制
を
行
い
な
が
ら
電
線
共

同
溝
ま
た
は
情
報
ボ

ク

ス

電
線
類
の
地
中
化
の
元

請
け
実
績
が
あ
る
こ
と
を
求

め
る

入
札
担
当
部
局
は
総

務
部
契
約
課

開
札
日
は


年
１
月

日

同
事
業
は
９

月

日
付
で
特
定
事
業
に
選

定
さ
れ
た

Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ

イ
ザ
リ

は
パ
シ
フ


ク

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
と
ア
ン
ダ


ソ
ン
・
毛
利
・
友
常
法
律

事
務
所
が
携
わ

た


　
土
木
学
会
は

２
０
２
３

年
度
﹁
土
木
学
会
選
奨
土
木

遺
産
﹂
に
高
知
県
四
万
十
町

の
佐
川
橋

写
真

な
ど


カ
所
を
認
定
し
た

土
木
遺

産
を
顕
彰
す
る
こ
と
で
歴
史

的
土
木
構
造
物
の
保
存
に
つ

な
げ
る
た
め
の
も
の
で

四

国
で
は

件
目
と
な
る


　
佐
川
橋
は

林
業
が
盛
ん

だ

た
四
万
十
町
で
国
有
林

が
あ
る
佐
川
山
か
ら
旧
大
正

町
の
田
野
々
を
結
ぶ
森
林
軌

道
﹁
大
正
林
道
﹂
の
橋
梁
と

し
て
払
川
に
架
設
さ
れ
た
３

径
間
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
ア


チ
橋

橋
長



幅
員

２


１
９
３
９
年
ご
ろ
に

完
成
し
た


　
大
正
林
道
は

年
に
廃
止

と
な

た
が

跡
地
は
ウ
オ


キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
し
て

整
備
さ
れ
て
お
り

佐
川
橋

を
徒
歩
で
渡
る
こ
と
も
で
き

る


　
地
元
で
は
﹁
下
津
井
の
め

が
ね
橋
﹂
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
て
い
る
と
い
う




調査設計一覧　　　５月分・設計

田中工業（南国市）
技術管理課長

山本　弘章さ
ん

分かりやすい資料を作る

伊
野
商
業
高
な
ど
３
校

本
年
度
に
基
本
設
計
進
め
る

県教委

四
国
カ
ル
ス
ト
公
園
縦
断
線

２
車
線
に
拡
幅
へ

＝県＝

新
西
庁
舎
の
設
計
発
注


月
に
方
針
固
め
る

香美市

４
町
村
の
９
月
補
正
予
算

芝
生
広
場
横
水
路

修
繕
な
ど
盛
る

土
佐
町

田
野
町


億
円
を
追
加

馬
路
村

林
業
施
設
災
復
に

万
円

南
国
市

電
子
契
約
導
入
な

ど

５
点
の
入
契
変
更

村
単
独
災
害
復
旧

工
事
費
に

万
円

大
川
村

宿
毛
市小

深
浦
川
の

浚
渫
を
月
内

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　電子納品などデジタル化が進む時期に、ＰＣ
やデータに強い人材を探していた同社に誘われ
て入社した。その後年間、施工図面の作成な
ど工事の積算に係る業務を担当してきた。業務
で気を付けていることは、分かりやすい資料を

作ること。「建設業は専門的な知識が多い。自
分たちにとって当たり前の知識でも相手が把握
していないこともあるため注意が必要」と語る。
休日は道の駅巡りをするなど家族と一緒に過ご
す。佐川町の「まきのさんの道の駅・佐川」に
も訪れた。

（２）第三種郵便物認可 年（令和５年）月６日＜金曜日＞　　高　　

　
高
知
県
は

津
野
町
内
で
﹁
第
１
回
県
道
四
国
カ
ル
ス

ト
公
園
縦
断
線
渋
滞
対
策
検
討
委
員
会
﹂
を
開
き

天
狗

ト
ン
ネ
ル
を
除
く
現
道
を
２
車
線
化
す
る
案
を
示
し
た


検
討
会
に
は
梼
原
町
・
津
野
町
・
須
崎
土
木
事
務
所
の
職

員
や
有
識
者
ら

人
が
出
席
し
た

写
真


︻
大
川
︼
大
川
村
は

一
般

会
計
に
５
４
２
０
万
円
を
追

加
す
る
９
月
補
正
予
算
を
ま

と
め
た

当
初
か
ら
の
累
計

は

億
５
９
６
３
万
円
と
な


た


　
建
設
関
係
の
主
な
補
正

は

村
単
独
災
害
復
旧
工
事

費
に
５
０
０
万
円

土
佐
は

ち
き
ん
地
鶏
施
設
の
災
害
復

旧
費
に
２
１
０
万
円

公
共

土
木
施
設
災
害
査
定
設
計
の

委
託
料
１
５
５
万
円
を
計
上

し
た

ま
た

畜
産
施
設
改

修
工
事
費
に
２
３
０
万
円
を

増
額
し
た


︻
馬
路
︼
馬
路
村
は

一
般

会
計
に
２
億
２
８
４
０
万
円

を
追
加
す
る
９
月
補
正
予
算

を
ま
と
め
た

当
初
か
ら
の

累
計
は

億
４
０
０
０
万
円

と
な

た


　
建
設
関
係
の
主
な
補
正

は

林
道
押
谷
線
な
ど
林
業

施
設
災
害
復
旧
費
に
２
６
１

０
万
円

林
道
維
持
整
備
工

事
費
に
５
０
０
万
円

公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
改

訂
業
務
委
託
料
に
４
１
８
万

円
を
計
上
し
た


　
渋
滞
対
策
を
検
討
す
る
区

間
総
延
長
は
２
・
８

で
全

６
区
間

い
ず
れ
も
現
道
の

幅
員
４

５

を
２
・



広
げ
６

７

に
拡
幅
し


星
ふ
る
ヴ

レ

ジ
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ｕ

天
狗
ト
ン
ネ
ル
ま
で

の
区
間
は
高
知
県
側
に
路
側

拡
幅

そ
の
他
の
区
間
は
路

側
拡
幅
ま
た
は
山
側
へ
拡
幅

す
る
方
針

加
え
て

ビ



ス
ポ

ト
︵
休
憩
施
設
︶

や
駐
車
場
の
確
保
す
る


　
出
席
者
か
ら
は
生
態
系
に

配
慮
し
て
近
自
然
工
法
を
活

用
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見

が
出
た
今
後

月
末
ま
で

周
辺
の
環
境
調
査
を
行
い



月

２
０
２
４
年
１
月
に

保
全
対
策
を
検
討
す
る

委

員
会
は

月
中
旬
に
第
２

回


年
２
月
下
旬
に
第
３

回
を
開
き
対
策
案
を
ま
と
め

る


　
四
国
カ
ル
ス
ト
公
園
縦
断

線
は
高
知
県
と
愛
媛
県
の
県

境
を
縫
う
よ
う
に
通
る
全
体

延
長

・
５

の
道
路
で


高
知
県
管
理
区
間
が
延
長
６

・
５


愛
媛
県
管
理
区
間

が
延
長
９
・
０


大
型
連

休
な
ど
の
観
光
シ

ズ
ン
に

は
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
が

幅
員
が
狭

く
線
形
・
見
通
し
も
悪
い
た

め
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る


︻
宿
毛
︼
宿
毛
市
は

小
深

浦
川
の
浚
渫
工
事
を
指
名
競

争
入
札
で

月
に
発
注
す

る


　
延
長
３
０
０


幅
２


の
河
川
で
深
さ


程
度


土
量
３
０
０
立
方

を
浚
渫

す
る
工
期
は
１

２
カ
月


施
工
場
所
は
小
深
浦


︻
田
野
︼
田
野
町
は

一
般

会
計
に
１
億
６
９
２
０
万
円

を
追
加
す
る
９
月
補
正
予
算

を
ま
と
め
た

当
初
か
ら
の

累
計
は

億
８
３
６
０
万
円

と
な

た


　
建
設
関
係
の
主
な
補
正

は

千
福
集
会
所
駐
車
場
舗

装
工
事
費
に
５
５
０
万
円
を

計
上
し
た


　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

で
は

配
水
池
水
位
計
更
新

工
事
費
に
２
２
０
万
円
を
充

て
た


︻
土
佐
町
︼
土
佐
町
は

一

般
会
計
に
８
４
３
１
万
円
を

追
加
す
る
９
月
補
正
予
算
を

ま
と
め
た

当
初
か
ら
の
累

計
は

億
４
８
０
０
万
円
と

な

た


　
建
設
関
係
の
主
な
補
正

は

土
佐
町
小
中
学
校
調
理

室
の
エ
ア
コ
ン
修
繕
な
ど
工

事
費
に
４
３
８
万
円

土
佐

町
芝
生
広
場
横
水
路
修
繕
な

ど
工
事
費
に
１
８
２
万
円


旧
相
川
町
民
体
育
館
修
繕
工

事
費
に
１
５
１
万
円

早
明

浦
ダ
ム
直
下
ふ
れ
あ
い
広
場

の
造
成
工
事
費
に
１
５
０
万

円
を
計
上
し
た


　
ま
た

森
消
防
道
工
事
費

に
１
３
０
０
万
円
を
増
額
し

た


　
高
知
県
教
育
委
員
会
は


伊
野
商
業
高
校
な
ど
３
校
の

長
寿
命
化
改
修
を
予
定
し
て

お
り

２
０
２
３
年
度
は
基

本
設
計
を
進
め
る


年
度

に
対
象
施
設
ご
と
の
実
施
設

計
を
ま
と
め


年
度
の
着

工
を
目
指
す


　
長
寿
命
化
の
対
象
施
設

は
伊
野
商
業
高
校
が
本
館


北
舎

食
堂

格
技
場

家

庭
科
棟

情
報
処
理
棟
の
計

６
棟

佐
川
高
校
が
本
館


屋
内
運
動
場
の
計
２
棟

高

岡
高
校
が
管
理
教
室
棟
の
１

棟
と
な

て
い
る

い
ず
れ

も
建
築
か
ら


年
以
上
が
経
過

し
て
お
り

躯

体
の
劣
化
回
復

や
外
壁

屋
上

防
水
の
修
繕
の

他

ス
ロ

プ
や
エ
レ
ベ


タ

の
整
備
に
よ
る
バ
リ
ア

フ
リ

化

設
備
更
新
よ
る

省
エ
ネ
化

ト
イ
レ
の
乾
式

化
な
ど
の
対
策
を
施
す


　
基
本
設
計
は
高
橋
設
計

︵
高
知
市
︶
が
担
当


年

２
月
ま
で
の
履
行
期
間
で
内

容
を
ま
と
め
る

各
施
設
の

規
模
は
次
の
通
り


　
伊
野
商
業
高
校
︵
い
の
町

３
３
２
ノ
１
︶
▽
本
館

鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階
建

て
延
べ
３
５
５
６
平
方



１
９
６
４
年
建
築
▽
北
舎


鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階

建
て
延
べ
２
５
９
２
平
方




年
建
築
▽
食
堂

鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
平
屋
２

５
０
平
方



年
建
築
▽

格
技
場

鉄
骨
造
平
屋
２
５

０
平
方




年
建
築
▽
家
庭

科
棟

鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ト
造

２
階
建
て
延
べ

４
９
９
平
方




年
建
築
▽
情
報
処
理

棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造

２
階
建
て
延
べ
６
０
７
平
方




年
建
築

　
佐
川
高
校
︵
佐
川
町
乙
１

７
８
９
ノ
５
︶
▽
本
館

鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
４
階
建

て
延
べ
２
５
５
７
平
方




年
建
築
▽
屋
内
運
動
場


鉄
骨
造
平
屋
１
０
３
２
平
方




年
建
築

　
高
岡
高
校
︵
土
佐
市
高
岡

町
甲
２
２
０
０
︶
▽
管
理
教

室
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト

造
４
階
建
て
延
べ
３
８
６
２

平
方



年
建
築

︻
香
美
︼
香
美
市
は

新
西

庁
舎
建
設
に
向
け
た
設
計
を

発
注
す
る
た
め


月
上
旬

を
め
ど
に
入
札
方
式
な
ど
の

方
針
を
固
め
る
用
地
測
量


地
質
調
査

基
本
・
実
施
設

計

現
西
庁
舎
解
体
設
計
監

理

工
事
監
理
を
一
括
で
年

度
内
に
発
注
す
る

９
月
補

正
予
算
に
設
計
監
理
委
託
料

２
４
６
７
万
円
を
計
上
し


２
０
２
４


年
度
ま
で
の

期
間
で
６
５
７
６
万
円
を
限

度
額
と
す
る
債
務
負
担
行
為

を
設
定
し
た


　
現
西
庁
舎
は
１
９
７
７
年

に
建
築
さ
れ
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
建
て
替
え
る


規
模
は
３

４
階
建
て
で
建

築
面
積
が
４
０
０

５
０
０

平
方

を
想
定

構
造
や
施

工
場
所
は
検
討
を
進
め
て
い

る

同
施
設
の
完
成
は

年

度
の
予
定


︻
南
国
︼
南
国
市
は

入
札

・
契
約
制
度
運
用
に
電
子
契

約
サ

ビ
ス
の
導
入
な
ど
５

点
の
変
更
を
加
え
る

１
日

以
降
に
指
名
・
公
告
す
る
入

札
案
件
か
ら
適
用
を
開
始
し

た


　
電
子
契
約
サ

ビ
ス
﹁
ク

ラ
ウ
ド
サ
イ
ン
﹂
の
対
象
と

な
る
案
件
は
財
政
課
管
財
係

の
行
う
入
札
の
み

そ
の
他

の
契
約
へ
の
導
入
は
２
０
２

４
年
度
以
降
を
予
定
し
て
い

る

受
注
者
は
書
面
と
電
子

を
選
択
で
き

電
子
契
約
を

希
望
す
る
場
合
は
﹁
電
子
契

約
同
意
書
兼
メ

ル
ア
ド
レ

ス
登
録
申
請
書
﹂
の
提
出
が

必
要
と
な

て
い
る


　
質
疑
受
付
は
財
政
課
へ
の

持
参
に
加
え

Ｆ
Ａ
Ｘ

電

子
メ

ル
で
の
提
出
を
可
能

に
し
た

回
答
は
閲
覧
室
と

ホ

ム
ペ

ジ
で
公
表
す

る

質
疑
書
の
押
印
は
こ
れ

ま
で
と
同
じ
く
必
要
と
な


て
い
る


　
契
約
締
結
日
は
金
額
・
業

種
・
入
札
方
法
に
関
わ
ら
ず

全
て
の
入
札
案
件
で
入
札
日

の
１
週
間
後
に
す
る

案
件

に
よ

て
は
前
後
す
る
場
合

も
あ
る


　
電
子
保
証
の
希
望
者
は
落

札
後
に
契
約
担
当
に
連
絡

し

確
認
で
き
る

た
だ


西
日
本
建
設
業
保
証
以
外
が

扱
う
契
約
保
証
は
対
象
外
と

な

て
い
る


　
電
子
契
約
の
導
入
で
南
国

市
競
争
入
札
心
得
第

条
の

一
部
を
改
訂
す
る




西予市宇和町の建物
付き土地など売却

入札期間は～日松
山
地
裁 高

松
市
錦
町
に
寄
宿
舎


月
初
旬
着
工
へ
施
工
者

奥村組

建設地の現況

コスモス薬品

年５月の開設目指す
鬼北店を新設

西条市

月内にも公告
旧西条勤労福祉
会館など４件売却

民間解体情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　総　合　

近永駅

三間川三間川三間川

愛媛県立北宇和
高等学校 町道工場停車場線

町道工場停車場線

町道工場停車場線

県
道
奈
良
近
永
線

県
道
奈
良
近
永
線

県
道
奈
良
近
永
線

きほくの里
歯科医院
きほくの里
歯科医院
きほくの里
歯科医院

建設予定地建設予定地建設予定地

ドラッグコスモス鬼北店建設予定地
ＪＲ予土線
ＪＲ予土線
ＪＲ予土線

（３） 第三種郵便物認可年（令和５年）月６日＜金曜日＞ 香愛高徳

▷工事件名（所在地）①規模②事業主③施工
者④工期

【松茂町】
▷松茂支店解体撤去工事（徳島県松茂町広島東裏
－１）①Ｓ、ＲＣ―２階建て延べ約㎡、
店舗②徳島信用金庫（徳島市紺屋町８）③㈱尾
形建築（徳島県北島町鯛浜字西ノ須－）
④８月日～９月日

【松山市】
▷住宅・倉庫解体工事（松山市和気町１－８－
３）①Ｗ―２階建て延べ約㎡、住宅・倉庫
③㈱影岡④８月日～月日
▷神保荘解体工事（松山市上市１－－１）①Ｗ
―２階建て延べ約㎡、共同住宅③㈲タクミ
工業④８月日～９月日
▷日本通運㈱四国支店三津浜（営）　旧帝人課、
倉庫、事務所、梱包場（松山市南吉田町－
）①Ｓ―２階建て延べ約㎡、事務所・倉
庫②日本通運㈱四国支店（高松市錦町２－６－
３）③鹿島建設㈱四国支店④９月１日～月
日
▷２階建家屋解体工事（松山市木屋町４－）①
Ｗ―２階建て延べ約㎡、住宅③㈱三浦組④
８月日～９月日
▷水泥町家屋解体工事（松山市水泥町）①Ｗ
―２階建て延べ約㎡、住宅②㈱伊藤組（松
山市朝生田町２－－）③㈱伊藤組④９月４
日～月４日

▷個人邸解体工事（松山市石手４－－５）①
Ｗ―２階建て延べ約㎡、住宅③㈱日の出都
市開発④９月４～日
▷絣屋本店解体工事（松山市道後湯之町－）
①Ｓ―２階建て延べ約㎡、店舗③㈱松山環
境サービス④９月７日～月６日

【東温市】
▷居宅・事務所解体工事（東温市北方）①Ｗ

―２階建て延べ約㎡、居宅・事務所②㈲大
西商会（愛媛県東温市北方－１）③㈱日の
出都市開発（松山市新立町４－）④８月日
～９月９日

【松前町】
▷スレート倉庫解体工事（松前町西古泉－
４）①スレート造―平屋約㎡、工場②スラ
ブ㈱（愛媛県松前町西古泉）③合同開発愛
媛開発（愛媛県松前町北川原－３）④９月
１～日

▷松前町筒井木造建物解体工事（松前町筒井）
①Ｗ、ＲＣ―２階建て延べ約㎡、住宅③㈱
日将（松山市来住町）④９月４日～月
日

▷松前町木造２階建および一部ＲＣ造解体工事
（松前町浜）①Ｗ、ＲＣ延べ約㎡、住居
③㈱神開発（松山市溝辺町甲－）④９月
８日～日

【伊方町】
▷住宅解体工事（伊方町豊之浦）①Ｗ―２階
建て延べ約㎡、住宅③㈲松田組（愛媛県八
幡浜市川之内２番耕地７－１）④９月１日～
月日

【愛南町】
▷南宇和給油所セルフ化改造工事（愛南町蓮乗寺
－４）①Ｓ―平屋約㎡、給油所②三原産
業㈱（愛媛県宇和島市寿町２－９－）③㈱タ
ツノ（東京都港区三田３－２－６）④９月日
～月９日

【四国中央市】
▷㈱久保組社屋２解体工事（四国中央市川之江町
－３）①ＲＣ―３階建て延べ約㎡、事
務所②㈱久保組（愛媛県四国中央市川之江町
－２）③直営④９月１日～月日
▷脱水遊休建屋撤去工事（四国中央市三島紙屋町
５－１　大王製紙㈱三島工場地内）①ＳＲＣ―
２階建て延べ約㎡、工場②大王製紙㈱（愛
媛県四国中央市三島紙屋町）③光洋産業㈱
（香川県坂出市築港町２－７－）④８月日
～年２月日

▷㈱大昌鉄工所№９工場・危険物倉庫解体工事
（四国中央市金生町下分）①ＲＣ―２階建
て延べ約㎡、工場②㈱大昌鉄工所（愛媛県
四国中央市川之江町）③尾藤建設㈱（愛媛
県四国中央市川之江町）④９月１日～月
日

▷店舗・住宅解体工事（四国中央市三島中央３－
－）①Ｗ―３階建て延べ約㎡、店舗・
住宅③㈱愛和架設（愛媛県四国中央市三島中央
５－８－）④８月日～９月日

【愛媛】松山地方裁判所
は、愛媛県西予市宇和町
坂戸ノ６などを売却
するための期間入札を公
告した。入札期間は～
日。開札日は日、売
却決定日は月日。
　主な物件の概要は次の
通り（①種別②土地面積
③地目④売却基準額⑤備
考）。
　▷西予市宇和町坂戸
ノ６①建物付き土地
②平方㍍③宅地④
万円⑤都市計画区域内無
指定、建ぺい率％、容
積率％、現況は居宅
　▷西条市喜多川上川原
ノ１①建物付き土地
②平方㍍③宅地④
万円⑤第２種住居地
域、建ぺい率％、容積
率％、現況は店舗・
事務所
　▷松前町東古泉才渕
ノ３他①建物付き土
地②平方㍍③宅地④
万円⑤市街化調整区
域、建ぺい率％、容積
率％、現況は居宅
　▷四国中央市柴生町西
川原ノ４他①建物付
き土地②平方㍍③宅
地④万円⑤都市計画
区域内無指定、建ぺい率
％、容積率％、現
況は居宅
　▷西予市宇和町上松葉
ノ１他①建物付き土
地②平方㍍③宅地④
万円⑤近隣商業地
域、建ぺい率％、容積

率％、現況は集会所
　▷今治市喜田村５ノ
ノ２他①建物付き土
地②平方㍍③宅地④
万円⑤第１種住居地
域、現況は居宅　
　▷大州市田口ニシオカ
甲①建物付き土地②
平方㍍③宅地④万
円⑤都市計画区域内無指
定、建ぺい率％、容積
率％、現況は居宅
　▷西予市宇和町瀬戸
他①建物付き土地②
平方㍍③宅地④万
円⑤都市計画区域内無指
定、建ぺい率％、容積
率％、現況は工場
　▷松山市土居田町
ノ９他①建物付き土地②
平方㍍③宅地④
万円⑤第１種中高層住居
専用地域、建ぺい率％、
容積率％、現況は居
宅
　▷今治市上徳屋敷前乙
ノ２他①建物付き土
地②平方㍍③宅地④
万円⑤市街化調整区
域、建ぺい率％、容積
率％、現況は体育館
　▷西条市洲之内上郷甲
ノ２①土地②平方
㍍③宅地④万円⑤第
１種住居地域、建ぺい率
％、容積率％
　▷四国中央市川之江町
天生津ノ４①建物付
き土地②平方㍍③宅
地④万円⑤都市計画
区域無指定、建ぺい率
％、容積率％
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
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
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
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
施
策
の
具
体
化
に
力
を

入
れ
る
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
カ
月
連
続
で
減

少
し
た


　
地
域
別
で
は

首
都
圏
が

４
・
１
％
減
の
２
万
５
３
９

４
戸

中
部
圏
が
１
・
７
％

減
の
８
９
８
０
戸

近
畿
圏

が

・
８
％
減
の
１
万
０
３

０
５
戸
と
な

た


　
非
居
住
用
も
含
め
た
全
建

築
物
の
着
工
床
面
積
は



・
７
％
減
の
９
３
１
万
平
方


と
な

た

こ
の
う
ち
民

間
居
住
用
が

・
０
％
減
の

５
７
６
万
平
方


民
間
非

居
住
用
が

・
５
％
減
の
３

２
８
万
平
方

と
な
り

と

も
に
７
カ
月
連
続
で
減
少
し

た


　
民
間
非
居
住
用
を
使
途
別

に
見
る
と

事
務
所
が

・

７
％
減
の

万
平
方


店

舗
が
７
・
３
％
増
の

万
平

方


工
場
が

・
２
％
減

の

万
平
方


倉
庫
が


・
５
％
増
の
１
３
４
万
平
方


だ

た


　
国
土
交
通
省
は

公
共
事

業
の
契
約
に
関
す
る
保
証
証

書
の
電
子
化
で

損
害
保
険

会
社
が
扱
う
履
行
保
証
に
つ

い
て

Ｐ
Ｄ
Ｆ
︵
画
像
デ


タ
︶
に
よ
る
電
子
メ

ル
で

の
取
り
扱
い
を

２
０
２
５

年
６
月

日
ま
で
認
め
る
こ

と
と
し
た

シ
ス
テ
ム
が
整

う
ま
で
の
暫
定
措
置
を
延
長

し
た

９
月

日
に
都
道
府

県
や
政
令
市
に
も
周
知
し

た


　
公
共
事
業
の
契
約
に
関
す

る
保
証
証
書
の
電
子
化
は


損
害
保
険
会
社
が
扱
う
履
行

保
証
と
北
海
道
東
日
本


西
日
本
の
３
保
証
会
社
が
扱

う
履
行
保
証
・
前
払
金
等
保

証
が
対
象
と
な
る

こ
の
う

ち
保
証
会
社
が
扱
う
履
行
保

証
と
前
払
金
等
保
証
は

シ

ス
テ
ム
整
備
が
先
行
し
て
完

了
し
た
た
め


年
度
か
ら

電
磁
的
記
録
に
よ
る
受
け
付

け
を
始
め
て
い
る


　
一
方
で

損
保
会
社
が
扱

う
履
行
保
証
は

複
数
の
損

保
会
社
が
独
自
の
プ
ラ

ト

フ


ム
を
検
討
す
る
な

ど

シ
ス
テ
ム
構
築
に
時
間

を
要
し
て
お
り

暫
定
措
置

と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
︵
画
像
デ


タ
︶
で
の
電
子
メ

ル
に
よ

る
取
り
扱
い
を
認
め
て
き

た

こ
の
措
置
は
９
月

日

ま
で
の
予
定
だ

た
が

シ

ス
テ
ム
構
築
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
か
ら


年
６
月

日

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し

た


　
直
轄
工
事
・
業
務
で
は


保
証
会
社
に
よ
る
履
行
保
証

と
前
払
金
等
保
証
に
つ
い

て


年
５
月
か
ら
電
磁
記

録
に
よ
る
保
証
証
書
の
取
り

扱
い
を
開
始

３
保
証
会
社

が
運
営
す
る
プ
ラ

ト
フ



ム
︵
Ｄ

Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
︶
に

電
子
化
し
た
保
証
証
書
を
ア


プ
ロ

ド
し
保
管
す
る


　
受
注
者
は

電
子
契
約
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
利
用
し
て
発

注
者
に
保
証
契
約
番
号
と
認

証
キ

を
提
出
す
る

こ
れ

に
よ
り

発
注
者
が
プ
ラ


ト
フ


ム
で
電
子
証
書
を

閲
覧
で
き
る


　
電
子
化
に
よ
り

損
保
会

社
と
保
証
会
社
で
は

紙
の

保
証
証
書
を
発
行
す
る
必
要

が
な
く
な
る

受
注
者
は


発
注
者
に
保
証
証
書
を
郵
送

や
持
参
す
る
手
間
が
省
略
で

き
る


　
国
交
省
は


年
３
月
に

開
い
た
中
央
建
設
業
審
議
会

で
公
共
工
事
標
準
請
負
契
約

約
款
を
改
正

書
面
の
み
と

し
て
い
た
前
払
金
保
証
証
書

の
提
出
規
定
を
電
子
証
書
で

も
可
能
と
見
直
し
て
い
た


　
国
土
交
通
省
は

直
轄
土

木
工
事
・
業
務
で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
適
用
で

３
次
元

デ

タ
の
活
用
の
高
度
化
に

取
り
組
む

設
計
段
階
か
ら

施
工
段
階
へ
の
デ

タ
の
引

き
渡
し
に
当
た
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ

建
機
が
円
滑
に
利
用
で
き
る

よ
う
な
方
策
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

協
議
会
で
議
論
す
る

直
轄

の
現
場
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
導
入
実
績
が
着
実
に
増

え
て
き
て
お
り

今
回
の
議

論
を
通
じ
て
デ

タ
活
用
そ

の
も
の
を
深
掘
り
し
た
い
考

え
だ


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入

し
た
現
場
で
も

ソ
フ
ト
や

ハ

ド
の
互
換
性
な
ど
が
課

題
と
な

て

作
成
し
た
３

次
元
デ

タ
を
後
工
程
で
円

滑
に
使
え
て
い
な
い
例
が
少

な
く
な
い
例
え
ば
施
工
者

の
多
く
が

設
計
段
階
で
作

成
し
た
３
次
元
デ

タ
を
い


た
ん
２
次
元
デ

タ
に
戻

し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
仕
様
に

合

た
３
次
元
デ

タ
に
作

成
し
直
し
て
い
る
と
い
う


そ
こ
で

設
計
と
施
工
間
で

の
円
滑
な
デ

タ
の
引
き
渡

し
を
実
現
し

追
加
コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い
形
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
の
利
用
を
目
指
す


　
電
子
成
果
品
︵
土
工
形
状

モ
デ
ル
フ

ル
ダ
︶
に
格
納

さ
れ
て
い
る
３
次
元
デ

タ

の
﹁
Ｌ
ａ
ｎ
ｄ

ｘ
ｍ
ｌ
デ


タ
﹂
を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の

稼
働
に
必
要
と
な
る
﹁
Ｔ
Ｉ

Ｎ
デ

タ
﹂
に
簡
易
に
変
換


イ
メ

ジ
図

す
る
た

め

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
や
日
本
建
設
業
連
合

会

全
国
建
設
業
協
会
な
ど

関
連
団
体
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
有
効
な
方
法
を
探
る


︻
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用


直
轄
土
木
で
初
の
３
０
０
０

件
超
え
︼

　
国
交
省
の
直
轄
土
木
事
業

で
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用

業
務
・
工
事
の
実
績
件
数
は


２
０
２
２
年
度
末
の
累
計
で

初
め
て
３
０
０
０
件
を
超
え

た




年
度
の
累
計
実

績
は
全
３
２
５
７
件

業
務

１
９
６
６
件

工
事
１
２
９

１
件
の
内
訳
と
な

て
い

る


　
過
去
５
年
の
単
年
度
ご
と

の
実
績
を
み
る
と


年
度

が
２
１
２
件
で
前
年
度
比


・
６
％
増


年
度
が
３
６

１
件
で
前
年
度
比

・
２
％

増


年
度
が
５
１
５
件
で


・
６
％
増


年
度
が
７

５
７
件
で

・
０
％


年

度
が
９
９
４
件
で

・
３
％

と
推
移


年
度
か
ら
は
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
の
原
則

適
用
が
始
ま

て
お
り

さ

ら
に
実
績
が
伸
び
る
と
見
込

ま
れ
る


　
原
則
適
用
に
当
た

て

は

未
経
験
者
で
も
取
り
組

め
る
内
容
の
﹁
義
務
項
目
﹂

と

よ
り
高
度
な
活
用
を
求

め
る
﹁
推
奨
項
目
﹂
に
分
け

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る


　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

建
設
工
事
受
注
動
態
統
計
調

査
報
告
に
よ
る
と

８
月
に

大
手

社
が
受
注
し
た
工
事

の
総
額
は
前
年
同
月
比
４
・

３
％
減
の
９
８
８
８
億
円
と

な
り

５
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た

公
共
工
事
が
増
加
し

た
も
の
の

民
間
工
事
が
減

少
し

全
体
減
と
な

た


　
公
共
工
事
の
受
注
総
額

は


・
０
％
増
の
１
９
３

０
億
円
と
４
カ
月
連
続
で
増

加
し
た

う
ち
国
か
ら
の
受

注
が
０
・
５
％
増
の
１
１
５

１
億
５
１
０
０
万
円
と
増

加

地
方
の
機
関
か
ら
の
受

注
も
１
５
５
・
３
％
増
の
７

７
８
億
０
２
０
０
万
円
と
大

き
く
伸
び
た


　
受
注
高
を
発
注
者
別
に
見

る
と

国
の
機
関
は
国
が
増

加
し

そ
れ
以
外
の
機
関
で

減
少
し
た

地
方
の
機
関
で

は
市
区
町
村

地
方
公
営
企

業
が
増
加
し

そ
の
他
の
機

関
が
減
少
し
た

工
事
種
類

別
で
は

建
築

土
木
と
も

に
増
加
し
た

﹁
上
・
下
水

道
﹂
﹁
土
木
そ
の
他
﹂
﹁
事

務
所
・
庁
舎
﹂
が
増
え


﹁
道
路
﹂
﹁
娯
楽
施
設
﹂

﹁
治
山
・
治
水
﹂
な
ど
が
減


た


　
一
方

民
間
工
事
の
受
注

総
額
は

・
０
％
減
の
７
４

７
０
億
円
と
な
り

２
カ
月

連
続
で
減
少
し
た

う
ち
非

製
造
業
か
ら
の
受
注
が
１
・

９
％
増
の
５
１
３
８
億
２
３

０
０
万
と
増
加
し
た
も
の

の

製
造
業
か
ら
の
受
注
が


・
５
％
減
の
２
３
３
１
億

４
４
０
０
万
円
と
２
桁
の
減

少
と
な

た


　
発
注
者
別
に
見
る
と


﹁
不
動
産
業
﹂
﹁
鉱
業
﹂

﹁
採
石
業
﹂﹁
砂
利
採
取
業
﹂

﹁
建
設
業
﹂
﹁
運
輸
業
﹂

﹁
郵
便
業
﹂な
ど
が
増
加
し


﹁
製
造
業
﹂
﹁
金
融
業
﹂

﹁
保
険
業
﹂﹁
情
報
通
信
業
﹂

な
ど
が
減
少
し
た


　
工
事
種
類
別
で
は
建
築


土
木
と
も
に
減
少

﹁
工
場

・
発
電
所
﹂
﹁
住
宅
﹂
﹁
倉

庫
・
流
通
施
設
﹂
な
ど
が
増

加
し

﹁
教
育
・
研
究
・
文

化
施
設
﹂﹁
事
務
所
・
庁
舎
﹂

﹁
建
築
そ
の
他
﹂
な
ど
が
減

少
し
た


　
海
外
工
事
の
受
注
総
額

は


・
６
％
減
の
１
４
６

億
円
と
４
カ
月
連
続
で
減
少

し
た




国
の
諸
課
題
を
港
湾
の
視
点
か
ら
解
決

国土交通省港湾局　局長に就任した

稲田　雅裕　氏

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル

ポ

ト
を
早
期
形
成

ス
マ

ト
イ
ン
フ
ラ
構
築
へ

研
究
推
進
法
人
が
発
足

国交省

Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
へ
専
門
家
派
遣

本
年
度
は
６
団
体

採用拡大の意向

建設業の半数超で
厚労省調査

点
検
支
援
技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ

掲
載
技
術
を
公
募

　総　合　������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
（５） 第三種郵便物認可年（令和５年）月６日＜金曜日＞ 香愛高徳

　国土交通省の稲田雅裕
港湾局長が建設専門紙の
インタビューに応じ、
「わが国が抱える諸課題
に対し、港湾の視点から
解決に導けるような取り
組みに力を注ぐ」と抱負
を語った。自然災害の激
甚化をはじめ、コロナ禍
で浮き彫りとなったサプ
ライチェーンの脆弱（ぜ
いじゃく）性、資源・エ
ネルギーの安定供給、デ
ジタル化、脱炭素社会の
構築、地域の活性化など
の課題に対応する。

　
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対

し
て
は

﹁
地
震
・
津
波
対
策

や
高
潮
・
高
波
対
策

沿
岸
部

の
被
災
状
況
把
握
な
ど
の
さ
ら

な
る
高
度
化
を
推
進
す
る
﹂
と

し
た

２
０
２
４
年
度
概
算
要

求
で
は

港
湾
立
地
企
業
が
実

施
す
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
に
係

る
脆
弱
性
評
価
を
促
進
す
る
た

め
の
予
算
も
新
規
に
要
求


﹁
引
き
続
き

臨
海
部
の
強
靱

︵
き

う
じ
ん
︶化
を
進
め
る
﹂

と
力
を
込
め
た


　
今
後
の
強
靱︵
き

う
じ
ん
︶

化
対
策
で
は

﹁
気
候
変
動
に

よ
る
外
力
の
強
大
化
を
考
慮
し

た
計
画
に
基
づ
き

関
係
者
が

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
﹂
と
考
え
る


　
一
方
で

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

か
ら
経
済
活
動
が
回
復
し
つ
つ

あ
る
中

企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ



ン
を
支
え
る
港
湾
施
設
に

つ
い
て
は

﹁
さ
ら
な
る
機
能

向
上
へ

国
が

前
面
に
立
ち
港

湾
管
理
者

港

湾
運
営
会
社
な

ど
の
関
係
者
が
一
丸
と
な

て

強
力
に
推
進
す
る

特
に

大

水
深
・
高
規
格
コ
ン
テ
ナ
タ


ミ
ナ
ル
の
整
備
・
再
編
や

東

南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
広
域
集

荷

コ
ン
テ
ナ
タ

ミ
ナ
ル
の

一
体
利
用
に
力
点
を
置
く
﹂
と

し
た


　
港
湾
の
Ｇ
Ｘ
で
は
﹁
２
０
５

０
年
カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ

ル
﹂
に
向
け

脱
炭
素
化
に
配

慮
し
た
港
湾
機
能
の
高
度
化


水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
を
図
る
カ

ボ

ン
ニ


ト
ラ
ル
ポ

ト
の
形

成
を
急
ぐ
洋
上
風
力
発
電
は


設
置
・
維
持
管
理
に
不
可
欠
な

基
地
港
湾
の
計
画
的
整
備
を
推

進
す
る


　
ま
た

﹁
ヒ
ト
を
支
援
す
る

Ａ
Ｉ
タ

ミ
ナ
ル
﹂
の
実
現


港
湾
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
有
機
的
に
デ
ジ
タ
ル
で
つ

な
げ
る
﹁
サ
イ
バ

ポ

ト
﹂

の
構
築

セ
キ

リ
テ


を

確
保
し
た
ゲ

ト
処
理
の
効
率

化
な
ど
に
取
り
組
む


　
港
湾
工
事
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
も
余
念
は

な
い

例
え
ば


４
週
８
休
以
上
の

休
日
確
保
に
向

け

技
術
者
な
ど
の
個
人
単
位

に
よ
る
休
暇
取
得
の
周
知
徹
底

や

荒
天
リ
ス
ク
精
算
型
試
行

工
事
の
対
象
拡
大
な
ど
を
通
じ

て

適
正
な
工
期
設
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し

た


　
仕
事
の
モ

ト

は
﹁
風
通

し
﹂
﹁
お
も
て
な
し
﹂
﹁
チ


レ
ン
ジ
﹂
の
三
つ


　
﹁
縦
横
無
尽
に
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
共
有
し

ス
テ

ク
ホ

ル
ダ

の
方
と
心
を
持

た
付

き
合
い
を
す
る
こ
と
で
物
事
が

う
ま
く
進
む
﹂
と
言
う


︻
略
歴
︼
い
な
だ
・
ま
さ
ひ
ろ

　
九
州
大
学
大
学
院
修
了

博

士
学
位
取
得
︵
工
学
︶

１
９

９
０
年
旧
運
輸
省
採
用

海
上

・
港
湾
・
航
空
技
術
研
究
所
理

事
︵
港
湾
空
港
技
術
研
究
所

長
︶

国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
長

中
部
地
方
整
備
局
長
な

ど
を
経
て
７
月
か
ら
現
職

長

崎
県
出
身


歳


　
国
土
交
通
省
は

産
官
学
が
連
携
し
て
科
学
技
術
イ
ノ
ベ

シ

ン
の
実
現
を
目
指
す

﹁
戦
略
的
イ
ノ
ベ

シ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｓ
Ｉ
Ｐ
︶
﹂
の
取
り
組
み
で

ス
マ


ト
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
研
究
体
制
を
整
え
た

研
究
体
制
は

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
第
３
期
課
題
の
う

ち
﹁
ス
マ

ト
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
︵
※
︶
の
構
築
﹂
の
た
め
の
研
究
推

進
法
人
と
し
て

土
木
研
究
所
に
事
務
局
を
置
く
形
で
発
足
さ
せ
た

発
足
式
を
開
催
す

る
と
と
も
に

サ
ブ
課
題
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
マ
ネ
ジ


︵
Ｐ
Ｍ
︶
と

サ
ブ
課
題
に
基

づ
く
研
究
開
発
テ

マ
の
責
任
者
を
決
定
し
た


　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で


人
手
不
足
に
直
面
し
て
い
る

企
業
に
今
後
１
年
間
の
対
処

を
聞
い
た
と
こ
ろ

建
設
業

で
は

％
が
﹁
正
社
員
採
用

の
拡
大
﹂
と
回
答
し
た

こ

の
他
の
回
答
で
は

在
職
者

の
賃
金
引
上
げ
が

％
あ


た
他

休
暇
の
取
得
促
進
や

所
定
労
働
時
間
の
削
減

育

児
支
援
な
ど
賃
金
以
外
の
労

働
条
件
の
改
善
も

％
を
占

め
た

離
職
・
転
職
の
防
止

に
向
け
た
労
務
管
理
・
教
育

訓
練
の
強
化

再
雇
用
や
定

年
延
長
の
拡
充
も

％
が
取

り
組
む
と
し
た


　
全
産
業
平
均
と
比
べ
る

と

建
設
業
で
は

賃
金
を

含
め
て
労
働
条
件
の
改
善
に

積
極
的
だ

た
だ

過
去
１

年
間
の
状
況
を
見
て
も

建

設
業
で
は
賃
上
げ
に

％


休
暇
取
得
促
進
な
ど
そ
の
他

の
労
働
条
件
の
改
善
に

％

が
取
り
組
ん
で
き
た

人
手

不
足
が
長
期
化
す
る
中
で


取
り
組
み
を
ど
こ
ま
で
継
続

で
き
る
か
が
課
題
と
な
り
そ

う
だ


　
正
社
員
採
用
を
柔
軟
化
す

る
動
き
も
あ
る

建
設
業
の

う
ち

２
０
２
２
年
度
に
新

規
学
卒
者
の
採
用
枠
で
正
社

員
を
募
集
し
た
の
は

％


こ
の
う
ち

３

５
月
の
春

季
の
み
募
集
し
て
い
た
企
業

は

％
だ

た

し
か
し


こ
れ
ら
の
企
業
で
も

％
は

今
後

他
の
時
期
の
募
集
を

予
定
・
検
討
し
て
い
る
と
い

う

既
卒
者
の
応
募
を
認
め

る
企
業
の
割
合
も
拡
大
の
見

通
し
で

採
用
活
動
が
﹁
春

季
・
新
卒
﹂
か
ら
﹁
通
年
・

既
卒
含
む
﹂
へ
と
変
化
し
つ

つ
あ
る
こ
と
が
分
か

た


　
調
査
は


人
以
上
の
常

用
労
働
者
を
雇
用
す
る
全
国

の
民
間
事
業
者
を
対
象
と
し

て

８
月
１

７
日
に
行


た


　
国
土
交
通
省
に
よ
る

地

域
の
中
小
建
設
企
業
や
自
治

体
を
対
象
と
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
の
普
及
・
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
が
着
実
に
広
が


て
い
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工

事
セ
ミ
ナ

な
ど
の
研
修
回

数
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

た
２

０
２
０
年
度
以
降
も
増
加



年
度
か
ら
ス
タ

ト
し
た

地
方
自
治
体
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門

家
を
派
遣
す
る
支
援
制
度
に

つ
い
て
も

対
象
団
体
が
増

え
続
け
て
お
り


年
度
は

さ
ら
に
６
団
体
に
専
門
家
を

派
遣
す
る
と
い
う

研
修
や

支
援
制
度
を
通
じ
て

自
治

体
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
精
通

す
る
人
材
・
組
織
の
育
成
に

つ
な
げ
る
方
針
だ


　
研
修
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工

事
の
実
践
的
な
講
義
を
行

う
ｉ

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ

ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
関
す
る
研
修

に
つ
い
て
建
設
会
社
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
発
注
者
を
対

象
に

年
度
に
２
７
７
回



年
度
に
３
６
４
回

年

度
に
５
１
７
回
を
開
催

表

参
照
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

て


対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用

す
る
形
で
実
施
し
た


　
東
北
地
方
整
備
局
管
内
で

は

日
本
建
設
機
械
施
工
協

会

東
北
建
設
業
協
会
連
合

会

東
北
６
県
の
共
同
開
催

に
よ
り

３
次
元
計
測

Ｉ

Ｃ
Ｔ
建
設
施
工
の
精
度
管
理

の
留
意
点
を
解
説
し
た


　
地
方
自
治
体
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専

門
家
を
派
遣
す
る
支
援
制
度

は


年
度
に
北
海
道

埼

玉
県

福
島
県

香
川
県


大
分
県

沖
縄
県
の
６
団
体

で
実
施

沖
縄
県
で
は
県
職

員

人

施
工
業
者

人
に

対
し
て

専
門
家
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ

基
準
類
の
説
明

取
り
組
み

事
例
の
紹
介

現
場
で
の
実

演
な
ど
を
行

た


　

年
度
は
茨
城
県

和
歌

山
県

香
川
県

熊
本
県


沖
縄
県

北
九
州
市
の
６
団

体
へ
の
派
遣
を
予
定

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
施
工
計
画
の

立
案
や
運
用
の
課
題
に
つ
い

て
の
教
育
・
訓
練
を
実
施
し


Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
指
導
・
助
言

が
行
え
る

自
治
体
で
の
人

材
・
組
織
の
育
成
を
サ
ポ


ト
す
る


　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
拡
大

に
向
け
て
は
こ
の
他


年

度
に
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
等

認
定
制
度
﹂
を
創
設

こ
と

し
９
月

日
時
点
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
施
工
に
必
要
な
機
能
を
備

え
た
建
設
機
械
と
装
置
群
計


件
を
認
定
し
た

認
定
リ

ス
ト
を
見
れ
ば

経
験
の
浅

い
中
小
建
設
企
業
で
も

現

場
で
利
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機

を
安
心
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る

認
定
建
機
の
一
覧
は

国
交
省
の
ホ

ム
ペ

ジ(h

ttps://www.m
lit.go.jp/

tec/constplan/sosei_co
nstplan_tk_000050.htm
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に
掲
載
し
て
い
る


　
国
交
省
で
は

人
手
不
足

や
残
業
時
間
規
制
と
い

た

建
設
業
が
直
面
し
て
い
る
課

題
を
解
決
す
る
た
め

Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
生
産
性

を
高
め
る
取
り
組
み
と
し

て

年
度
か
ら﹁
ｉ
│
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
﹂

を
推
進
し
て
い
る

こ
れ
に

よ
り
公
共
工
事
の
現
場
で

は

全
体
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る


　
一
方
で

地
方
部
で
は
依

然

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
経
験
が

乏
し
い

自
治
体
職
員
や
建

設
会
社
が
少
な
く
な
い

知

識
や
理
解

経
験
の
不
足
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
普
及
・
拡
大

を
妨
げ
る
要
因
に
な

て
い

る
と
も
さ
れ
る


　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は

内
閣
府
が
中

心
と
な
り

関
連
府
省
庁
が

連
携
す
る
形
で

２
０
１
４

年
度
に
ス
タ

ト


　
第
３
期
は




年
度

を
プ
ロ
ジ

ク
ト
期
間
と
し

て

イ
ン
フ
ラ
分
野
を
含
む


課
題
の
研
究
に
取
り
組

む

技
術
開
発
を
基
本
と
し

た
１

２
期
に
対
し
て

技

術
開
発
に﹁
制
度
﹂﹁
事
業
﹂

﹁
社
会
的
受
容
性
﹂﹁
人
材
﹂

を
加
え
た
五
つ
の
視
点
で
必

要
な
取
り
組
み
を
抽
出
す

る

さ
ら
に
開
発
・
実
証
か

ら
現
場
で
の
活
用
︵
社
会
実

装
︶
ま
で
を
一
気
通
貫
で

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る


　
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
研
究
で

は

﹁
ス
マ

ト
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

構
築
﹂を
目
指
し
五
つ
の
サ

ブ
課
題
に
基
づ
く
研
究
と


そ
の
開
発
技
術
の
現
場
実
装

に
取
り
組
む

研
究
課
題
は

こ
と
し
５

７
月
に
公
募
し

た

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
研
究

全
体
を
取
り
仕
切
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
デ

レ
ク
タ
︵
Ｐ
Ｄ
︶

は
久
田
真
東
北
大
学
大
学
院

教
授
が
務
め
る


　
サ
ブ
課
題
は
次
の
通
り


　
▽
革
新
的
な
建
設
技
術
の

開
発

ト
ン
ネ
ル
発
破
な
ど

の
危
険
作
業
の
自
動
化
・
無

人
化

　
▽
先
進
的
な
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
構

築

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
診
断
・
評
価

予
測
技

術
な
ど

　
▽
地
方
自
治
体
等
の
ヒ



マ
ン
リ
ソ

ス
の
戦
略
的

活
用

　
▽
サ
イ
バ

・
フ

ジ
カ

ル
空
間
を
融
合
す
る
イ
ン
フ

ラ
デ

タ
ベ

ス
の
共
通
基

盤
の
構
築
と
活
用

　
▽
ス
マ

ト
イ
ン
フ
ラ
に

よ
る
魅
力
的
な
国
土
・
都
市

・
地
域
づ
く
り

魅
力
的
な

国
土
・
都
市
・
地
域
づ
く
り

を
評
価
す
る
グ
リ

ン
イ
ン

フ
ラ
省
庁
連
携
基
盤

Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
に
よ
る
地
域
イ
ン
フ
ラ

群
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
築
に
関

す
る
技
術

　
※
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し

持
続
可
能
で
魅
力
的
・

強
靱
︵
き

う
じ
ん
︶
な
国

土
・
都
市
・
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
シ
ス
テ
ム

研
究

技
術
は﹁
未
来
の
建
設
技
術
﹂

﹁
未
来
の
イ
ン
フ
ラ
﹂
﹁
未

来
の
ま
ち
﹂を
イ
メ

ジ
し


政
府
が
目
標
と
し
て
い
る

未
来
社
会
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
の
実
現
に
つ
な
げ

る


　
国
土
交
通
省
は

点
検
支

援
技
術
性
能
カ
タ
ロ
グ
に
掲

載
す
る
技
術
の
う
ち

橋
梁

と
ト
ン
ネ
ル
点
検
の
支
援
技

術
に
つ
い
て

公
募
を
始
め

た

公
募
期
限
は

日

直

轄
国
道
の
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル

の
定
期
点
検
業
務
で
は

２

０
２
２
年
度
か
ら
点
検
支
援

技
術
の
活
用
を
原
則
化
し
て

お
り

カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
定

す
る
よ
う
に
し
て
い
る


　
点
検
支
援
技
術
性
能
カ
タ

ロ
グ
は

国
が
定
め
た
標
準

項
目
に
対
す
る
点
検
支
援
技

術
の
性
能
値
や

国
管
理
施

設
で
の
技
術
検
証
結
果
を
ま

と
め
た
も
の

受
発
注
者
が

参
考
に
す
る
こ
と
で

点
検

業
務
で
の
新
技
術
の
活
用
促

進
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ

る


　
国
交
省
は

橋
梁
で
Ｐ
Ｃ

上
部
構
造
や
つ
り
材
の
状

態

支
承
部
の
機
能
障
害
な

ど

ト
ン
ネ
ル
で
は
ト
ン
ネ

ル
本
体
や
付
属
物
︵
ジ



ト
フ

ン

照
明

ケ

ブ

ル
な
ど
︶
の
取
り
付
け
状
態

な
ど
が
把
握
で
き
る
技
術
を

求
め
て
い
る


　
支
援
技
術
の
掲
載
希
望
者

は

国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ


の
ホ

ム
ペ

ジ
か
ら
公

募
要
領
を
ダ
ウ
ン
ロ

ド

し

メ

ル
で
応
募
す
る
必

要
が
あ
る

郵
送

持
参
も

可

ホ

ム
ペ

ジ
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
橋
梁(https://www.

jbec.or.jp/tenken_shien
)

と
ト
ン
ネ
ル(https://w

ww.cm
i.or.jp)

で
分
け
て

い
る




働
き
方
の
多
様
化
へ
提
言

社
員
全
員
の
意
識
改
善
を

日建経

﹁
４
週
４
休
以
下
﹂の
技
術
者

繁
忙
期
は
７
割
に

電設協

７
月
の
価
格
転
嫁
実
態
調
査

﹁
多
少
な
り
と
も
転
嫁
﹂７
割
台

帝国ＤＢ高松

経
営
者
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

開
く

かんぽ生命

四国財務局

前期より．Ｐ増
業況判断ＢＳＩ

技
術
講
習
会
に


人
が
参
加

国
土
環
境
緑
化
連
合
会

高
知
で
研
修
会


人
が
受
講

Ｓ
Ｗ
ラ
イ
ナ


工
法
協
会

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

平
均
落
札
率
．
％

８
月
は
工
事
５
件
契
約

補助金・助成金活用の有益性を解説した

　総　合　 （６）第三種郵便物認可 年（令和５年）月６日＜金曜日＞香愛高徳

　日本電設工業協会（電設協、山口博会長）が会員企業
を対象に行ったアンケート調査で、技術者の休日取得が
繁忙期に大幅に減り、７割以上が「４週４休以下」にな
っている実態が分かった。通常期では同様の状態は％
しか見られず、工事の極端な繁閑の差が技術者の休日を
圧迫し、時間外労働を大幅に増やしていることが改めて
裏付けられた。

　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
高
松

支
店
は

７
月
現
在
の
価
格

転
嫁
に
関
す
る
実
態
調
査
を

ま
と
め
た

エ
ネ
ル
ギ

価

格
の
高
騰
や
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
と
い

た
コ
ス
ト
上

昇
分
の
販
売
価
格
や
サ

ビ

ス
料
金
へ
の
転
嫁
に
つ
い

て

﹁
多
少
な
り
と
も
価
格

転
嫁
で
き
て
い
る
﹂
と
回
答

し
た
企
業
が

・
９
％
を
占

め
た

﹁
す
べ
て
転
嫁
で
き

て
い
る
﹂
企
業
は
３
・
９
％

に
と
ど
ま

た

四
国
地
区

の
３
８
０
社
が
回
答
し
た


　
業
種
別
で
見
る
と

建
設

業
は

社
が
回
答
し

全
て

転
嫁
で
き
て
い
る
の
は
５
・

６
％

８
割
以
上
転
嫁
が


・
１
％

５
割
以
上
８
割
未

満
が

・
９
％

２
割
以
上

５
割
未
満
が

・
１
％

２

割
未
満
が

・
７
％
で
全
く

価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
企

業
も

・
３
％
を
数
え
た


　
ま
た
コ
ス
ト
上
昇
分
に
対

す
る
販
売
価
格
の
転
嫁
割
合

を
示
す
﹁
価
格
転
嫁
率
﹂
は

全
産
業
の
平
均
が

・
７
％

と
な

た

昨
年

月
の
調

査
よ
り
６
・
５
ポ
イ
ン
ト
改

善
が
進
ん
で
い
る
も
の
の


依
然
５
割
強
の
コ
ス
ト
を
企

業
が
負
担
し
て
い
る

主
要

７
業
界
別
で
見
る
と

卸
売

が

・
４
％
で
最
も
高
く


建
設
は

・
６
％
で
４
番
目

だ

た


　
価
格
転
嫁
の
割
合
が
﹁
２

割
未
満
﹂
と
回
答
し
た
高
知

県
の
建
設
業
は
﹁
材
料
費
に

関
し
て
は
交
渉
で
き
て
い
る

が

人
件
費
に
つ
い
て
の
値

上
げ
交
渉
が
で
き
て
い
な

い
﹂
と
コ
メ
ン
ト

他
に
も

﹁
全
く
価
格
転
嫁
で
き
て
い

な
い
﹂
と
し
た
徳
島
県
の
建

設
業
は
﹁
下
請
け
主
体
で
あ

り

価
格
を
上
げ
る
と
見
積

も
り
依
頼
さ
え
も
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り

価
格
転
嫁

で
き
な
い
﹂
と
の
意
見
を
示

し
た


　
調
査
は

技
術
職
員
の
働

き
方
改
革
の
推
進
を
目
的
と

し
て
毎
年
度
実
施
し
て
い

る
今
回
は
通
常
期
と
繁
忙

期
の
差
に
着
目
し
て
分
析


４

５
月
に

２
０
２
２
年

度
の
状
況
を
全
国
の
企
業
会

員
１
２
０
社

団
体
会
員
１

０
７
社
の
協
力
を
得
て
聞
い

た


　
結
果
を
見
る
と

建
物
の

新
築
工
事
の
場
合

契
約

か
ら
当
初
計
画
通
り
で
工

程
が
進
ん
で
い
る
通
常
期

は


％
が
﹁
４
週
６
休
以

上
﹂
を
確
保
で
き
て
い
た


一
方

受
電
後
か
ら
竣
工

ま
で
や

追
加
変
更
・
前
工

程
の
遅
れ
の
あ

た
工
期

後
半
の
繁
忙
期
は
﹁
４
週
４

休
以
下
﹂
が

％
を
占
め

た


　
休
日
を
十
分
に
取
得
で
き

な
い
理
由
︵
複
数
回
答
︶
を

見
る
と

﹁
関
連
工
事
と
の

調
整
﹂
が

％

追
加
変
更

工
事
で
の
﹁
見
積
書

図
面

作
成
﹂
が

％

施
主
や
注

文
者
か
ら
要
請
さ
れ
た
﹁
各

種
調
査

資
料

報
告
書
の

作
成
﹂
が

％
を
占
め
た


　
時
間
外
労
働
の
発
生
状
況

を
見
て
も

来
年
４
月
以
降

は
三
六
協
定
の
特
別
条
項
を

要
す
る﹁
月

時
間
超
﹂は


通
常
期
で
は

％
な
の
に
対

し

繁
忙
期
で
は

％
に
ま

で
拡
大
す
る

規
制
の
上
限

と
な
る
﹁
月
１
０
０
時
間
﹂

を
超
え
る
技
術
者
も

通
常

期
の
１
％
か
ら
繁
忙
期
に
は


％
に
ま
で
増
え
る


　
繁
忙
期
の
背
景
に
は
前
工

程
の
し
わ
寄
せ
が
大
き
く
影

響
す
る
と
さ
れ
る

今
回
の

調
査
で
は

完
成
工
事
の


％
で
し
わ
寄
せ
が
発
生
し
て

い
た
こ
と
も
分
か

た

こ

う
し
た
場
合
で
も
﹁
８
割
以

上
の
工
事
に
お
い
て
工
期
延

長
し
な
か

た
﹂
と
の
回
答

が
全
体
の

％
を
占
め
て
お

り

今
後
は
適
切
な
工
期
延

長
が
課
題
と
な
る


　
財
務
省
四
国
財
務
局
が
ま

と
め
た
７

９
月
期
の
法
人

企
業
景
気
予
測
調
査
結
果

に
よ
る
と

﹁
上
昇
﹂
と
回

答
し
た
企
業
の
構
成
比
か
ら

﹁
下
降
﹂
と
回
答
し
た
企

業
の
構
成
比
を
差
し
引
い
た

業
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
は
全
産

業
で
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
と
な

り

前
期
︵
４

６
月
期
︶

を
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
回


た

こ
の
う
ち
建
設
業
は

５
・
９
ポ
イ
ン
ト
で

前

期
よ
り

・
７
ポ
イ
ン
ト

増
加
し

プ
ラ
ス
に
転
じ

た


　
将
来
見
通
し
で
は

全
産

業
で



月
期
が
３
・

０
ポ
イ
ン
ト

２
０
２
４
年

１

３
月
期
が
２
・
７
ポ

イ
ン
ト
と
上
昇
基
調
が
続

く

一
方
で
建
設
業
は




月
期
が
マ
イ
ナ
ス
８
・
８

ポ
イ
ン
ト


年
１

３
月

期
が
０
ポ
イ
ン
ト
と
な


た


　
従
業
員
数
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ

︵
期
末
判
断
﹁
不
足
気
味
﹂


﹁
過
剰
気
味
﹂
社
数
構
成

比
・
原
数
値
︶
は

現
状
９

月
末
は
全
産
業
で

・
８
ポ

イ
ン
ト
と
﹁
不
足
気
味
﹂
超

幅
が
拡
大
し
て
い
る

製
造

業

非
製
造
業
と
も
﹁
不
足

気
味
﹂
超
幅
が
拡
大
し
て
お

り

規
模
別
で
み
る
と
大
企

業
と
中
堅
企
業
で
﹁
不
足
気

味
﹂
超
幅
が
拡
大

中
小
企

業
で
縮
小
し
て
い
る

先
行

き
は

月
末


年
３
月
末

と
も
全
産
業
で﹁
不
足
気
味
﹂

超
幅
が
縮
小
す
る
見
通
し
と

な

て
い
る


　

年
度
の
設
備
投
資
に
関

し
て
は
全
産
業
で

・
３
％

の
増
加
見
込
み
と
な

た


業
種
別
で
は
製
造
業
が

・

６
％

非
製
造
業
が
９
・
９

％
の
増
加
見
込
み
と
な

て

い
る


　
調
査
時
点
は
８
月

日


資
本
金

出
資
金
ま
た
は

基
金
が
１
０
０
０
万
円
以

上
の
法
人
企
業
︵
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
と
金
融
・
保
険

は
資
本
金
１
億
円
以
上
︶
４

３
７
社
を
対
象
に
調
査
し


４
０
３
社
か
ら
回
答
を
得

た


　
日
本
建
設
業
経
営
協
会

︵
日
建
経
中
村
信
吾
会
長
︶

の
女
性
技
術
者
活
躍
環
境
創

生
部
会
は

建
設
企
業
で
多

様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る

た
め

女
性
だ
け
で
な
く

﹁
社
員
全
員
の
意
識
改
善
﹂

を
促
す
提
言
を
ま
と
め
た


女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
議
論
す
る
中
で

残

業
削
減
や
テ
レ
ワ

ク
な
ど

働
き
方
の
多
様
化
が
必
要
と

分
析

男
性
を
含
め
た
全
社

員
に
メ
リ

ト
が
あ
る
と
し

た
上
で

実
現
に
は
会
社
一

丸
で
の
研
修
や
デ
ジ
タ
ル
ツ


ル
の
導
入
が
必
要
だ
と
指

摘
し
た


　
日
建
経
の
中
央
技
術
研
究

所
が
開
い
た
研
究
発
表
会
で

提
言
し
た

写
真

会
員
会

社
の
う
ち
８
社
か
ら
集
ま


た
技
術
系
社
員

人
に
よ
る

グ
ル

プ
ワ

ク
の
成
果
が

基
に
な

て
い
る

職
種
別

に
働
き
方
改
革
を
議
論
し
た

と
こ
ろ

特
に
施
工
管
理
職

に
つ
い
て

結
婚
・
出
産
と

い

た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
勤
務
の
継
続
が
困
難
に

な
る
と
の
意
見
が
出
た

一

方

積
算
や
設
計
な
ど
の
内

勤
に
お
い
て
も

在
宅
勤
務

や
フ
レ

ク
ス
な
ど
さ
ら
な

る
働
き
方
の
多
様
化
が
テ


マ
と
な

た


　
同
部
会
で
は

ノ

残
業

デ

の
設
定
や
残
業
削
減


テ
レ
ワ

ク
な
ど
の
多
様
な

働
き
方
の
導
入
に
つ
い
て


女
性
だ
け
で
な
く
﹁
男
性
に

と

て
も
メ
リ

ト
の
あ
る

提
案
だ

た
﹂
と
総
括

性

別
で
は
な
く
職
種
や
立
場
に

も
焦
点
を
当
て

最
適
な
働

き
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
し
た

社
員
の
定
着
や
業

務
の
継
続
性
の
確
保
に
も
つ

な
が
る
と
し
た


　
現
場
の
生
産
性
向
上

多

様
な
働
き
方
の
導
入
に
は


ス
ケ
ジ


ル
管
理
や
フ


イ
ル
共
有
を
は
じ
め

社
員

間
の
連
絡
・
連
携
を
促
す
デ

ジ
タ
ル
ツ

ル
の
導
入
・
活

用
が
有
効
な
こ
と
も
分
か


た


　
一
方

特
に
入
社
年
次
が

若
い
女
性
社
員
の
場
合

悩

み
を
相
談
で
き
る
相
手
が
立

場
の
近
い
同
性
に
偏
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
も
ア
ン
ケ

ト

で
分
か

た


　
一
連
の
議
論
を
踏
ま
え


デ
ジ
タ
ル
ツ

ル
の
導
入
・

活
用
が
一
部
に
と
ど
ま
る
こ

と
の
な
い
よ
う

会
社
単
位

で
使
い
こ
な
す
た
め
の
研
修

・
教
育
が
必
要
だ
と
指
摘


さ
ら
に

労
働
環
境
や
働
き

方
に
つ
い
て

社
内
で
話
し

合
え
る
場
を
設
け
る
よ
う
求

め
た

部
会
で
は
今
後

女

性
だ
け
で
な
く
男
性
技
術
者

も
働
き
や
す
く
な
る
よ
う
な

方
策
の
提
案
に
取
り
組
む


　
国
土
環
境
緑
化
協
会
連
合

会
は

松
山
市
内
で
﹁
環
境

に
配
慮
し
た
の
り
面
緑
化
技

術
講
習
会
﹂
を
開
催
し

人

が
受
講
し
た


　
は
じ
め
に
岡
山
大
学
大
学

院
環
境
生
命
科
自
然
科
学
学

域
の
嶋
一
徹
教
授
が
﹁
土
壌

の
発
達
と
自
然
植
生
の
回

復
﹂
を
テ

マ
に
基
調
講
演

を
行

た

写
真

続
い
て

簡
易
吹
付
法
枠
協
会
の
小
竹

守
敏
彦
技
術
委
員
長
が
﹁
簡

易
吹
付
法
枠
工
に
よ
る
防

災

減
災
﹂
に
つ
い
て

国

土
環
境
緑
化
協
会
技
術
委

員
長
で
マ
ザ

ソ
イ
ル
協
会

広
報
委
員
長
の
中
村
剛
志
氏

が
﹁
植
生
工
に
よ
る
の
り
面

保
護
工
﹂
に
つ
い
て
講
演
し

た


　
◇
長
大
︵
１
日
︶
事
業
推

進
本
部
西
日
本
統
轄
部
高
松

支
社
支
社
長
︵
事
業
推
進
本

部
西
日
本
統
轄
部
広
島
支
社

支
社
長
兼
事
業
推
進
本
部
西

日
本
統
轄
部
広
島
支
社
広
島

営
業
企
画
部
部
長
︶
大
塚
真

弘

　
か
ん
ぽ
生
命
保
険
︵
東
京

都
千
代
田
区
︶
は

経
営
者

向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ


﹁
ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
で
伸
び

る
企
業
３
原
則
﹂を
開
い
た


講
師
の
河
合
幹
雄
氏
︵
エ
フ

ア
ン
ド
エ
ム
︶
は

補
助
金

と
助
成
金
を
活
用
し
た
新

た
な
事
業
展
開
に
よ
る
企
業

成
長
の
必
要
性
を
解
説
し

た


　
事
業
再
構
築
補
助
金
に
つ

い
て

新
事
業
を
始
め
る
際

の
建
物
・
機
材
・
広
告
費
な

ど
が
補
助
対
象
に
な
る
と
説

明

採
択
に
は
綿
密
な
事
業

計
画
が
求
め
ら
れ
る
と
し


﹁
申
請
事
業
が
い
か
に
国
や

地
域
の
経
済
発
展
に
貢
献
で

き
る
か
を
明
記
す
る
こ
と
﹂

と
強
調
し
た


　
助
成
金
に
つ
い
て
は

働

き
方
推
進
支
援
助
成
金
な
ど


種
程
度
あ
る
と
説
明
し


﹁
知
ら
な
い
か
ら
使

て
い

な
い
事
例
が
多
い
﹂と
指
摘


自
社
に
適
用
で
き
る
助
成
金

は
何
か
を
知
る
こ
と
が
大
切

と
し

か
ん
ぽ
生
命
保
険
に

診
断
を
依
頼
す
る
こ
と
も
有

益
と
し
た


　
人
材
雇
用
に
つ
い
て
は


求
人
票
に
福
利
厚
生
な
ど
の

情
報
を
丁
寧
に
書
き
込
む
必

要
性
を
説
い
た


　
Ｓ
Ｗ
ラ
イ
ナ

工
法
協
会

は

高
知
県
建
設
会
館
で

﹁
管
更
生
工
法
技
術
﹂
研
修

会
を
開
き

建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
や
土
木
業
者
ら

人

が
受
講
し
た


　
小
野
賀
章
会
長

写
真


は
冒
頭
﹁
今
後
は
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
長
寿
命
化
・
耐
震
化

が
主
力
に
シ
フ
ト
し
て
い

く

管
更
生
は
設
計
か
ら
発

注
・
施
工
ま
で
の
情
報
入
手

が
難
し
く

劣
悪
な
作
業
環

境
に
よ
る
人
材
育
成
に
難
が

あ
る

施
工
性
・
安
全
性
・

作
業
環
境
に
つ
い
て
従
来
工

法
と
比
較
し
な
が
ら
工
法
を

解
説
す
る
﹂
と
あ
い
さ
つ


自
ら
が
講
師
を
務
め

管
更

生
の
発
注
形
態
の
現
状
と
そ

れ
に
必
要
な
戦
略

管
更
生

事
業
参
入
へ
の
手
順
と
初
期

投
資
予
算
・
必
要
な
ラ
イ
セ

ン
ス

施
工
実
績
な
ど
を
説

明
し
た


　
Ｓ
Ｗ
ラ
イ
ナ

は

硬
質

塩
化
ビ
ニ

ル
製
の
帯
板
を

ら
せ
ん
状
に
巻
き
立
て
て
管

を
製
管
し
て
既
設
管
渠
に
挿

入

既
設
管
渠
と
の
隙
間
に

充
填
︵
じ

う
て
ん
︶
剤
を

注
入
し
て
老
朽
化
し
た
管
渠

を
更
生
す
る
工
法

支
保
工

が
不
要
で
管
渠
内
の
作
業
が

軽
減
で
き
る
な
ど
の
特
長
が

あ
る


　
西
日
本
高
速
道
路
会
社

は

８
月
に
工
事
５
件
を
契

約
し

平
均
落
札
率
は

・

２
％
だ

た

工
種
別
で
は

舗
装
工
事
︵
改
良
︶
が
２
件

で
平
均
落
札
率

・
４
％


舗
装
工
事
︵
新
規
︶
が
１
件

で
落
札
率

・
０
％

Ｐ
Ｃ

橋
上
部
工
工
事
が
１
件
で
同


・
３
％

電
気
工
事
が
１

件
で
同

・
９
％

２
０
２

３
年
度
累
計
で
は

件
を
契

約
し
平
均
落
札
率

・
７
％

と
な

て
い
る




山
谷
　

拓
志

静
岡
ブ
ル

レ
ヴ
ズ
代
表
取
締
役
社
長

寄稿

稼
げ
る
ス
ポ

ツ
施
設
と
は
　
そ
の
②
　

多
目
的
化
し
稼
働
率
を
高
め
よ

８
面
へ
つ
づ
く

　

★
法
務
省
高
知
刑
務
所
　

　

★
国
税
庁
高
松
国
税
局
　

　

★
林
野
庁
安
芸
森
林
管
　

　

理
署

　
　

　

★
国
土
交
通
省
四
国
山
　

　

地
砂
防

　
　

　

★
国
土
交
通
省
土
佐
国
　

　

道

　
　

　

★
国
土
交
通
省
高
知
港
　

　

湾
・
空
港
整
備

　
　

　

★
県
高
知
土
木
事
務
所
　

　

★
県
幡
多
農
業
振
興
セ
　

　

ン
タ


　
　

　

★
県
中
央
西
林
業
事
務
　

　

所

　
　

　

★
県
生
涯
学
習
課

　
　

　

★
高
知
市

　
　

　

★
高
知
市
上
下
水
道
局
　

　

★
室
戸
市

　
　

　

★
香
美
市

　
　

　

★
四
万
十
町

　
　

　

★
幡
多
中
央
消
防
組
合
　

従来の体育館とは一線を画し、多目的アリーナとして建設されたＳＡ
ＧＡアリーナ。スポーツに限らず多様なイベントを誘致し稼働率を高
めている（写真提供：佐賀県）

　
前
回
は
稼
げ
る
ス
ポ

ツ
施

設
と
な
る
た
め
に
は

興
行
主

が
稼
げ
る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
席
や
大
型
ビ

ジ

ン
と
い

た
設
備
に
投
資

す
べ
き
だ
と
お
伝
え
し
た

今

回
は
稼
げ
る
ス
ポ

ツ
施
設
と

な
る
た
め
の
も
う
一
つ
の
重
要

な
観
点
で
あ
る
﹁
施
設
の
多
目

的
化
﹂
に
つ
い
て
言
及
す
る


　
商
業
施
設
で
は
当
た
り
前
の

発
想
で
あ
る
稼
働
率
の
向
上
が


ス
ポ

ツ
施
設
で
は
重
視
さ
れ

て
い
な
い

公
共
施
設
で
あ
る

こ
と
に
加
え
て
体
育
の
館
で
あ


た
り
競
技
の
場
で
あ
る
と
い


た

す
る

ス
ポ

ツ
を
目

的
と
し
た
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え

に

大
型
施
設
で
あ

て
も
ス

ポ

ツ
以
外
の
用
途
が
想
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い


　
例
え
ば

日
本
で
は
数
千
名

規
模
の
体
育
館
で
も
木
の
床
材

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ


体
育
館
な
の
だ
か
ら
当
然
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が

そ
の
よ
う
な
規
模
の
施
設

な
の
で
ス
ポ

ツ
以
外
に
も
コ

ン
サ

ト
や
展
示
会
な
ど
の
用

途
も
多
く

あ
る
１
万
人
規
模

の
体
育
館
で
は
年
間
８
割
は
木

の
床
材
の
上
に
養
生
シ

ト
を

敷
い
て
使
用
し
て
い
る
と
い
う


で
あ
れ
ば
床
面
は
木
で
は
な
く

土
間
に
し
て
お
い
た
ほ
う
が
効

率
的
で
あ
り

土
間
と
す
る
こ

と
で
搬
入
な
ど
を
行
う
作
業
車

も
フ
ロ
ア
内
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る

体
育
の

施
設
な
の
に
ス
ポ

ツ
以
外
の

ニ

ズ
が
多
い
と
い
う
の
は
皮

肉
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
が


そ
の
よ
う
な
ニ

ズ
か
ら
逆
算

す
れ
ば

数
千
人
規
模
の
施
設

は
体
育
の
館
で
は
な
く

は
じ

め
か
ら
多
目
的
な
使
途
を
想
定

し
た
ア
リ

ナ
と
し
て
お
く
こ

と
が
合
理
的
で
あ

た
だ
ろ
う


　
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
も
数

万
人
規
模
と
な
れ
ば
有
名
ア


テ

ス
ト
の
コ
ン
サ

ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が

当

然
ス
ポ

ツ
を
目
的
と
し
た
施

設
で
あ
る
か
ら
興
行
主
は
ス
テ


ジ
や
音
響
装
置
な
ど
に
膨
大

な
コ
ス
ト
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

米
国
テ
キ
サ
ス
に
あ

る
ト
ヨ
タ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
１
・

５
万
人
収
容
の
フ

ト
ボ

ル

専
用
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
あ
り
な

が
ら

ス
タ
ン
ド
の
一
辺
に
は

コ
ン
サ

ト
ス
テ

ジ
が
常
設

さ
れ
て
お
り

音
響
設
備
も
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
も
の
が
使
用
さ
れ

て
い
る
当
初
か
ら
多
目
的
を
想

定
し
た
ス
ポ

ツ
施
設
が
あ
る


　
我
が
国
の
大
規
模
ス
ポ

ツ

施
設
に
お
い
て
は

オ
リ
ン
ピ


ク
や
国
体
の
開
催
が
目
的
化

し
て
し
ま
い

そ
の
後
の
ニ


ズ
に
立
脚
し
何
よ
り
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
補
う
べ
く
稼
働
率

を
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

施
設
に
す
る
べ
き
か
と
い
う
発

想
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

の
だ


　
し
か
し
な
が
ら
日
本
で
も

Ｊ
リ

グ
や
Ｂ
リ

グ
の
よ
う

な
ス
ポ

ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

発
展
と
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ

テ
イ

ン
メ
ン
ト
ニ

ズ
の
高
ま
り

に
よ
り

大
人
数
を
収
容
す
る

ス
ポ

ツ
施
設
に
お
い
て
も

多
目
的
化
を
標
榜
す
る
施
設
が

登
場
し
て
き
て
い
る

国
体

に
向
け
て
佐
賀
県
が
建
設
し
今

年
開
業
し
た
８
４
０
０
人
収
容

の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ

ナ
は

土

間
で
座
席
も
多

様
な
レ
イ
ア
ウ

ト
が
組
め
る
仕

様
と
な

て
お

り

従
来
の
施

設
と
は
一
線
を

画
す
新
時
代
の

公
共
施
設
の
あ

り
方
を
示
す
好

事
例
と
な

て

い
る

民
設
で

あ
れ

公
設
で

あ
れ

ス
ポ


ツ
施
設
は
使


て
な
ん
ぼ
の
も

の

目
的
や
ニ


ズ
か
ら
逆
算

し
た
構
想
・
設

計
が
求
め
ら
れ

る


（
入
札
公
告
の
工
事
概
要
は
電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

（７） 第三種郵便物認可年（令和５年）月６日＜金曜日＞ 　　高　　
︻

月

日
申
請
書
提
出
締

切


月

日
開
札

一
般

競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
高
知
刑
務
所
中
村
拘
置
支

所
女
子
職
員
仮
眠
室
等
整

備
工
事
︵
四
万
十
市
中
村

丸
の
内

︶

❶
建
築
Ｃ

Ｄ

総
合
数

値
が
Ｃ
等
級
は
８
５
０
点

以
上
１
０
０
０
点
未
満


Ｄ
等
級
は
８
５
０
点
未
満

②
令
和
６
年
３
月

日

︻

月

日
証
明
書
提
出
締

切


月

日
開
札

一
般

競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
安
芸
税
務
署
空
調
機
器
更

新
工
事
︵
安
芸
市
矢
ノ
丸

四
丁
目
５
番
地
７
︶

❶
電
気
Ａ

Ｂ

Ｃ
ま
た

は
管
Ａ

Ｂ

Ｃ
②
令
和

６
年
１
月

日

︻

月

日
申
請
書
提
出
締

切


月
８
日
開
札

一
般

競
争
・
総
合
評
価
・
電
子
入

札
︼

▽
東
川
林
道
改
良
工
事
︵
明

許
︶
︵
馬
路
村
魚
梁
瀬


柴
木
屋
山
国
有
林
２
０
３

６
林
班
︶

❶
土
木
Ｂ
Ｃ
Ｄ
資
格

点
数
１
０
０
０
点
以
上


四
国
に
本
店

支
店

営

業
所
②
令
和
６
年
２
月


日
③
総
合
評
価︵
簡
易
型
︶

▽
蛇
谷
林
道
改
良
工
事
︵
明

許
︶
︵
北
川
村
弘
瀬

蛇

谷
山
国
有
林
１
１
０
７
林

班
︶

❶
土
木
Ｂ
Ｃ
Ｄ
資
格

点
数
１
０
０
０
点
以
上


四
国
に
本
店

支
店

営

業
所
②
令
和
６
年
２
月


日
③
総
合
評
価︵
簡
易
型
︶

︻

月

日
申
請
書
提
出
締

切


月

日
開
札

一
般

競
争
・
総
合
評
価
・
電
子
入

札
︼

▽
令
和
５
│
６
年
度
吉
野
川

水
系
青
谷
堰
堤
改
良
外
工

事
︵
大
豊
町
大
平
地
先
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

高
知
県

に
本
店
②
令
和
６
年
８
月


日
③
総
合
評
価
︵
施
工

能
力
評
価
型
︶

︻

月

日
申
請
書
提
出
締

切


月

日
開
札

一
般

競
争
・
総
合
評
価
・
電
子
入

札
︼

▽
令
和
５
│
６
年
度
安
芸
道

路
安
芸
中
Ｉ
Ｃ
高
架
橋
下

部
工
事
︵
安
芸
市
東
浜


西
浜
︶

❶
一
般
土
木
Ｃ

高
知
県

に
本
店
②
令
和
６
年
８
月


日
③
総
合
評
価
︵
施
工

能
力
評
価
型
︶

Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
︵
地
盤
改
良
工

構

造
物
工︵
橋
脚
・
橋
台
︶

基
礎
工

擁
壁
工
・
施
工

者
希
望
Ⅱ
型
︶

Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
適
用
︵
受
注
者

希
望
型
︶

▽
令
和
５
│
６
年
度
南
国
安

芸
道
路
電
気
通
信
設
備
工

事
︵
南
国
市
物
部
地
先


香
南
市
野
市
町
地
先
︶

❶
通
信
設
備
②
令
和
６
年

８
月

日
③
総
合
評
価

︵
施
工
能
力
評
価
型
︶

︻

月

日
参
加
表
明
書
提

出
締
切


月

日
開
札


簡
易
公
募
型
競
争
・
総
合
評

価
・
電
子
入
札
︼

▽
高
知
港
海
岸
実
施
設
計

︵
そ
の
︵
４
︶
︶

❶
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
Ａ
②
令
和
６
年
３
月


日
③
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
適

用
︵
発
注
者
指
定
型
︶

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
広
域
第

│
６
号
新
川
川

広
域
河
川
改
修
工
事
︵
高

知
市
春
野
町
東
諸
木
︶

❶
土
木
Ｂ

管
内
に
主
た

る
営
業
所
②
令
和
６
年
３

月

日
③
事
後
審
査
方

式

総
合
評
価
方
式
︵
企

業
評
価
型
︶

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事﹁
施
工
者
希
望
型
﹂

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
港
改
修
︵
防
安
重
︶
第


│

号
高
知
港
改
修
︵
重

要
︶
地
質
調
査
委
託
業
務

︵
高
知
市
三
里
︶

❶
地
質
調
査
業
務

県
内

に
本
社
︵
本
店
︶
ま
た
は

営
業
拠
点
②
令
和
６
年
２

月

日
③
事
後
審
査
方
式


１
４
２
０
万

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
地
域
た
め
第
５
８
１
１
│

４
８
４
号
高
知

期
地
区

地
域
た
め
池
総
合
整
備
ナ

ナ
カ
マ
ス
池
耐
震
照
査
委

託
業
務
︵
大
月
町
弘
見
︶

❶
土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

﹁
河
川

砂

防
及
び
海
岸
・
海
洋
﹂


﹁
土
質
及
び
基
礎
﹂
ま
た

は
﹁
農
業
土
木
﹂
部
門
の

登
録

県
内
に
本
社
︵
本

店
︶
ま
た
は
営
業
所
②
令

和
６
年
３
月

日
③
事
後

審
査
方
式


１
５
３
０
万

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
復
旧
第
８
号
音
丸
№
１
復

旧
治
山
工
事
︵
土
佐
市
音

丸
︶

❶
土
木
Ａ

Ｂ

中
央
西

土
木
事
務
所
管
内
に
主
た

る
営
業
所
を
置
く
Ａ
ま
た

は
中
央
西
土
木
事
務
所
管

内
の
う
ち
越
知
事
務
所
管

内
を
除
く
区
域
に
主
た
る

営
業
所
を
置
く
Ｂ
②
令
和

６
年
３
月

日
③
事
後
審

査
方
式

総
合
評
価
方
式

︵
企
業
評
価
型
︶

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
﹁
施
工
者
希

望
型
﹂

▽
林
地
荒
廃
第
１
０
８
│
５

号
八
田
林
地
荒
廃
防
止
工

事
︵
い
の
町
八
田
︶

❶
土
木
Ｂ

Ｃ

中
央
西

土
木
事
務
所
管
内
の
う
ち

越
知
事
務
所
管
内
を
除
く

区
域
に
主
た
る
営
業
所
を

置
く
Ｂ
ま
た
は
い
の
町
に

主
た
る
営
業
所
を
置
く
Ｃ

②
令
和
６
年
３
月

日
③

事
後
審
査
方
式

総
合
評

価
方
式︵
企
業
評
価
型
︶

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
﹁
施
工

者
希
望
型
﹂

︻

月

日
申
込
締
切



月
１
日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
・
電
子
入
札
︼

▽
営
第
５
│

号
青
少
年
セ

ン
タ

体
育
館
大
小
ア
リ


ナ
床
改
修
工
事
︵
香
南

市
野
市
町
西
野
３
０
３
│

１
︶

❶
建
築
Ａ

総
合
点
数
７

６
０
点
以
上

県
内
に
主

た
る
営
業
所
②
令
和
６
年

３
月

日
③
事
後
審
査
方

式

総
合
評
価
方
式
︵
企

業
評
価
型
︶

︻

月

日
入
札
書
等
提
出

締
切

入
札
は

月

日
か

ら


月

日
開
札

一
般

競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
朝
倉

号
線
災
害
復
旧
工

事
︵
宗
安
寺
︶

❶
と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク

リ

ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ


市
内
に
主
た
る
営
業
所

︵
本
社
︶
②
１
３
５
日
③

事
後
審
査
型

︻

月

日
入
札
書
等
提
出

締
切

入
札
は

月

日
か

ら


月

日
開
札

一
般

競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
高
知
商
業
高
等
学
校
北
舎

屋
上
防
水
改
修
工
事
︵
大

谷
６
番
地
︶

❶
防
水
Ａ

Ｂ

市
内
に

主
た
る
営
業
所
︵
本
社
︶

②
１
０
６
日
③
事
後
審
査

型
２
０
１
４
万

▽
十
津
小
学
校
南
舎
屋
上
防

水
改
修
工
事
︵
十
津
４
丁

目

番
１
号
︶

❶
防
水
Ａ

Ｂ

市
内
に

主
た
る
営
業
所
︵
本
社
︶

②
１
２
０
日
③
事
後
審
査

型
１
９
８
３
万

▽
高
知
市
立
水
産
加
工
共
同

処
理
作
業
施
設
屋
上
防
水

改
修
工
事
︵
長
浜
６
０
２

２
番
２
号
︶

❶
防
水
Ａ

Ｂ

Ｃ

市

内
に
主
た
る
営
業
所
︵
本

社
︶
②

日
③
事
後
審
査

型
１
６
９
２
万

▽
久
重
小
学
校
屋
内
運
動
場

屋
根
改
修
工
事
︵
久
礼
野

２
３
４
０
番
地
２
︶

❶
建
築
Ｂ

Ｃ

Ｄ

市

内
に
主
た
る
営
業
所
︵
本

社
︶
②

日
③
事
後
審
査

型
５
７
２
万

︻

月

日
入
札
書
等
提
出

締
切

入
札
は

月

日
か

ら


月

日
開
札

一
般

競
争
・
電
子
入
札
︼

▽
海
老
ノ
丸
ポ
ン
プ
場
揚
砂

設
備
更
新
実
施
設
計
委
託

業
務
︵
Ｒ
５
│
１
︶
︵
海

老
ノ
丸

番
６
号
︶

❶
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト︵
下
水
道
部
門
︶

市
内
に
主
た
る
営
業
所

︵
本
社
︶
ま
た
は
受
任
先

の
営
業
所
等
②
令
和
６
年

３
月

日
③
事
後
審
査
型

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
・

総
合
評
価
︼

▽
令
和
５
年
度
防
安
金
第
５

号
佐
喜
浜
橋
橋
梁
撤
去
工

事
︵
佐
喜
浜
町
︶

❶
土
木
Ａ

Ｂ

佐
喜
浜

・
室
戸
岬
・
室
戸
地
区
②

令
和
６
年
３
月

日
③
総

合
評
価
方
式


５
４
９
２
万

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
︼

▽
令
和
５
年
度
香
北
簡
易
水

道
下
野
尻
地
区
配
水
管
布

設
替
工
事
︵
香
北
町
下
野

尻
︶

❶
水
道
施
設
Ａ

Ｂ

市

内
に
営
業
所
︵
本
社
ま
た

は
支
店
等
︶
②
令
和
６
年

１
月

日

︻

月

日
申
込
締
切



月

日
開
札

一
般
競
争
︼

▽
令
和
５
年
度
防
安
金
第
６

│
０
０
９
│
１
号
町
道
大

道
日
吉
線
道
路
改
良
工
事

︵
久
保
川
︶

❶
土
木
Ａ

Ｂ

Ｃ

県

の
格
付

町
内
に
主
た
る

営
業
所
②
令
和
６
年
３
月


日
③
地
域
密
着
型


３
６
１
０
万

︻

月

日
参
加
表
明
書
等

提
出
締
切

公
募
型
プ
ロ
ポ


ザ
ル
︼

▽
四
万
十
消
防
署
移
転
整
備

事
業
基
本
設
計
業
務

❶
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

︵
単
体

２
者
Ｊ
Ｖ
︶


四
万
十
市
入
札
参
加
有
資

格
者
実
績
で
条
件
あ
り


一
級
建
築
士
事
務
所
の
登

録
単
体
は
県
内
に
本
店


支
店
営
業
所
Ｊ
Ｖ
は
１

者
が
四
万
十
市
に
本
店


も
う
１
者
が
県
内
に
本

店

支
店

営
業
所
②
令

和
６
年
８
月

日
③
見
積

限
度
額
２
３
４
０
万
円


審
査
結
果

月

日
通
知

予
定

担
当
は
総
務
課



７
面
か
ら
つ
づ
く

月日に開催参加者を募集

建通新聞社

第

期
経
営
方
針
発
表
会


人
が
参
加

ミ
タ
ニ
建
設
工
業

コ
ン
ク
リ

ト
技
術
研
修
会


人
が
受
講

県
コ
ン
診
断
士

県
港
湾
空
港
建
設
協

安
パ
ト
を
実
施

４
カ
所
を
対
象
に
点
検

　

●
馬
路
村

　
　

　

★
県
幡
多
土
木
事
務
所
　

　

★
県
安
芸
農
業
振
興
セ
　

　

ン
タ


　
　

　

★
県
中
央
西
農
業
振
興
　

　

セ
ン
タ


　
　

　

★
県
漁
港
漁
場
課

　
　

　

★
県
中
央
東
林
業
事
務
　

　

所

　
　

　

★
県
中
央
西
林
業
事
務
　

　

所

　
　

　

★
県
自
然
共
生
課

　
　

　

★
高
知
市

　
　

　

★
高
知
市
上
下
水
道
局
　

　

★
安
芸
市

　
　

　

●
宿
毛
市

　
　

人
手
不
足･

人
材
不
足
を
解
消

人
手
不
足･

人
材
不
足
を
解
消

オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー

  

〜
２
０
２
４
年
問
題
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
活
か
す
〜

  

〜
２
０
２
４
年
問
題
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
活
か
す
〜

　働き方改革関連法の一つ「時間外労働の罰則付き上限規
制」が年４月から建設業にも適用される「年問題」。
人材の確保・定着に苦労している上、さらに難題が降りか
かり、解決の糸口が見つからないと悩む中小建設会社は多
い。そこで建通新聞社は、建設業の経営層向けにオンライ
ンセミナー「人手不足・人材不足を解消～年問題をチ
ャンスとして活かす～」を月日（木）、ＺＯＯＭを使
ったオンラインＬＩＶＥ形式で開催します。

　当セミナーは、ＩＳＯ主任審査員として建設会社に
回以上の審査実績があり、建設業の採用・人事制度コンサ
ルタントとして活躍する山本昌幸氏を講師に招き、求人募
集への応募者増加対策や優良人材の定着化といった中小建
設会社が取り組むべき問題について、成功事例に基づいた
ノウハウを紹介します。
　また、長時間労働対策で重要な「○○管理」や小手先で
なく根本的な生産性向上対策など、やるべきことが分かれ
ば年問題がリスクでなく『チャンス』として生かせる
ことを解説します。元請けだけでなく専門工事会社やさま
ざまな業種にも参考になる内容ですので、当セミナーで人
手不足・人材不足対策のヒントを見つけてください。多数
のお申し込みをお待ちしております。
　　　　　　◇　　　　　　◇　　　　　　◇
■開催日時　月日（木）時～時
■講師　山本昌幸（あおいコンサルタント株式会社）
■プログラム　▷なぜ年問題がチャンスか▷求人応募
者を増やすには▷優良人材の見分け方と定着▷年問題
対策でやるべきこと―など（予定）
■参加費　１人，円（消費税込み）
■定員　　人（先着順）
■申込方法　建通新聞ホームページ（https:
//www.kentsu.co.jp/seminar/）からお申
し込みください
■問い合わせ先　四国支社　電話（）


地
域ニ
ュ
ー
ス
ー
ス

地
域ニ
ュ
ー
ス

（８）第三種郵便物認可 年（令和５年）月６日＜金曜日＞　　高　　

　
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
高

知
県
支
部

高
知
県
港
湾
空

港
建
設
協
会
︵
吉
村
文
次
支

部
長
・
会
長
︶
は

２
０
２

３
年
度
第
１
回
安
全
衛
生
パ

ト
ロ

ル
を
実
施
し
た

写

真


　
今
回
の
パ
ト
ロ

ル
で

は

高
知
港
海
岸
湾
口
地
区

護
岸
︵
改
良
︶
工
事
そ
の
１

︵
福
留
開
発
施
工
︶
と
高
知

港
海
岸
湾
口
地
区
堤
防
︵
改

良
︶
工
事
そ
の
３
︵
轟
組
施

工
︶

同
そ
の
１
︵
須
工
と

き
わ
施
工
︶

同
︵
新
創
施

工
︶
の
４
カ
所
を
対
象
に
点

検
し
た


　
施
工
中
の
護
岸
や
堤
防
工

事
の
現
場
で
は

重
機
や
ダ

ン
プ
が
稼
働
し
て
お
り

場

内
徐
行
運
転
な
ど
安
全
管
理

が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
評
価
し
た
ま
た
現
場

が
種
崎
千
松
公
園
の
た
め


あ
ら
た
め
て
一
般
人
の
立
ち

入
り
に
対
す
る
注
意
喚
起
を

徹
底
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘

し
た


　
高
知
県
コ
ン
ク
リ

ト
診

断
士
会
︵
原
田
隆
敏
会
長
︶

と
高
知
県
土
木
施
工
管
理
技

士
会
︵
田
邊
聖
会
長
︶
は


高
知
市
内
で
コ
ン
ク
リ

ト

技
術
研
修
会
を
共
催
し

官

公
庁
の
職
員
を
含
む
技
術
者

１
０
７
人
が
受
講
し
た

写

真


　
冒
頭

原
田
会
長
は
診
断

士
の
状
況
や
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た

最
初
に
講
演
し

た
高
知
県
土
木
部
技
術
管
理

課
の
川
上
英
二
技
査
は
﹁
検

査
で
気
づ
い
た
こ
と
﹂
に
つ

い
て

誤
解
を
招
く
ポ
ン
チ

絵

施
工
中
の
現
場
や
Ｊ
Ｉ

Ｓ
製
品
を
写
真
に
撮
る
際
の

注
意
点

現
場
標
示
板
に
あ

り
が
ち
な
ミ
ス
な
ど
に
つ
い

て
例
を
示
し
な
が
ら
説
明
し

た


　
ま
た

国
土
交
通
省
土
佐

国
道
事
務
所
の
河
原
研
治
副

所
長
が
﹁
四
国
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
関
す
る
最
近
の
話

題
﹂

徳
島
大
学
大
学
院
の

橋
本
親
典
教
授
が
﹁
コ
ン
ク

リ

ト
工
の
生
産
性
向
上
に

向
け
て
や

て
き
た
こ
と
と

や
り
た
い
こ
と
﹂
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た


　
ミ
タ
ニ
建
設
工
業
︵
三
谷

剛
平
社
長

写
真

︶
は
１

日

高
知
市
内
で
﹁
第

期

経
営
方
針
発
表
会
﹂
を
開
い

た

多
数
の
来
賓
の
他

同

社
社
員
合
わ
せ
て
１
４
０
人

が
参
加
し
た


　
開
会
の
辞
で
三
谷
勝
水
会

長
が
社
員
に
向
け
て
﹁
日
頃

の
取
り
組
み
を
存
分
に
発
表

し
て
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
掛
け

た

続
い
て
三
谷
剛
平
社
長

が
﹁
社
員
が
誰
一
人
欠
け
る

こ
と
な
く
全
力
で
取
り
組
ん

で
も
ら

た
﹂
と
感
謝
を
述

べ
﹁
自
分
た
ち
が
何
に
貢
献

し
て
い
る
の
か
を
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
﹂
と

あ
い
さ
つ
し
た


　
自
社
の
経
営
理
念
を
全
員

で
唱
和
し
た
後

第
１
部
で

永
年
勤
続
や
工
事
関
係
の
表

彰
と
優
良
工
事
の
事
例
を
発

表
し
た

第
２
部
で
は

経

営
方
針
や
決
算
・
来
期
計
画

を
発
表
し
た
他

ミ
タ
ニ
ビ

レ

ジ
事
業
や
五
台
山
事

業

研
修
事
業
の
各
計
画
を

説
明
し
た

第
３
部
の
社
内

プ
ロ
ジ

ク
ト
報
告
で
は


脱
炭
素
経
営
方
針
や
働
き
方

改
革

Ｍ
Ｋ
Ｇ
チ

ム

社

内
コ

チ
養
成
チ

ム
な
ど

の
取
り
組
み
を
発
表
し
た


発
表
会
の
後
に
は
懇
親
会
で

社
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

た


　
◇
尾
﨑
建
設
︵
い
の
町
︶


９
月

日
付
で
尾
﨑
正
英

氏
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た

前
社
長
の
尾
﨑
博

氏
は
取
締
役
会
長
に
就
い

た


︵
８
月

日
︶

▽
林
道
北
路
線
︵
北
路
橋
︶

塗
膜
調
査
委
託
業
務

７
０
万

四
国
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
７
１
万
７
千

▽
青
杉
橋
補
修
工
事
測
量
設

計
委
託
業
務

７
９
０
万

荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
８
５
０
万︵

８
月

日
︶

▽
林
道
土
川
線
残
土
場
排
水

路
設
置
工
事

不
落

▽
村
道
門
田
１
号
線
︵
長
瀬

橋
︶
橋
梁
修
繕
工
事

１
５
２
７
万
　
川
本
建
設


１
７
１
１
万

︵
９
月
４
日
︶

▽
馬
路
村
防
災
ハ
ザ

ド
マ


プ
作
成
委
託
業
務

１
５
６
万
　
乙
媛
印
刷
社


４
５
０
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

５
災
第

号
一
般
県
道
安

満
地
福
良
線
道
路
災
害
復

旧
工
事
︵
大
月
町
泊
浦
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

漁
強
化
第
１
│
１
０
０
│

４
号
沖
の
島
漁
港
施
設
機

能
強
化
工
事
︵
宿
毛
市
沖

の
島
町
弘
瀬
︶


１
２
７
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

道
交
地
防
安
︵
改
築
︶
第

６
０
１
│
０
０
７
│
５
号

県
道
中
村
宿
毛
線
防
災
・

安
全
交
付
金
工
事
︵
三
原

村
亀
ノ
川
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

道
交
地
防
安︵
１
・
５
車
︶

第
１
０
３
│
０
４
７
│
５

号
県
道
宿
毛
宗
呂
下
川
口

線
防
災
・
安
全
交
付
金
工

事
︵
土
佐
清
水
市
出
合
︶


１
９
９
７
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・
道

交
地
防
安︵
１
・
５
車
︶第

１
０
３
│
０
４
４
│
５
号

県
道
宿
毛
宗
呂
下
川
口
線

防
災
・
安
全
交
付
金
工
事

︵
宿
毛
市
小
筑
紫
町
石
原
︶

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

道
交
国
防
安
︵
交
安
︶
第

１
１
８
│
１
０
２
│
１
２

０
１
号
国
道
３
２
１
号
外

１
路
線
防
災
・
安
全
交
付

金
工
事
︵
土
佐
清
水
市
汐

見
町
他
︶


９
０
１
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

港
改
︵
緊
自
︶
第

│
２

号
下
田
港
︵
初
崎
地
区
︶

測
量
設
計
委
託
業
務
︵
四

万
十
市
初
崎
︶


５
６
１
万
９
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

港
維
持
第

│
２
号
宿
毛

湾
港
施
設
維
持
工
事
︵
宿

毛
市
新
港
︶


４
４
９
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

道
修
︵
保
︶
第

│

│

１
号
国
道
３
２
１
号
道
路

施
設
補
修
工
事
︵
大
月
町

姫
ノ
井
︶


２
７
０
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

５
災
第
１
３
９
│
１
号
し

だ
の
川
︵
合
冊
︶
河
川
災

害
復
旧
工
事
︵
黒
潮
町
上

田
の
口
︶


１
３
４
７
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

道
改
︵
特
定
︶
第

│


│
３
号
県
道
大
用
大
方
線

道
路
改
良
測
量
調
査
設
計

委
託
業
務︵
黒
潮
町
加
持
︶


８
３
７
万
８
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

広
域
︵
総
︶
第

│
３
号

後
川
広
域
河
川
改
修
工
事

︵
四
万
十
市
伊
才
原
︶


１
０
１
５
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

交
安
第

│
１
号
国
道
３

２
１
号
外
２
路
線
交
通
安

全
施
設
整
備
工
事
︵
大
月

町
姫
ノ
井
他
︶


６
３
２
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

河
改
︵
浚
︶
第

│
８
│

２
号
下
ノ
加
江
川
河
川
改

修
工
事
︵
三
原
村
広
野
︶


９
１
２
万

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・
急

傾
第

│

│

号
シ


ウ
シ
ン
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
斜
面
調
査
・
設
計
委
託

業
務︵
四
万
十
市
田
野
川
︶


１
６
７
万
７
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

砂
防
︵
メ
︶
第
１
１
２
│

２
０
３
│
１
号
下
川
口
地

区
砂
防
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工

事︵
土
佐
清
水
市
下
川
口
︶


１
７
５
２
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

経
営
体
第
２
０
９
０
│
５

０
３
号
野
友
地
区
経
営
体

育
成
基
盤
整
備
事
業
計
画

策
定
委
託
業
務
︵
北
川
村

野
友
︶


２
７
１
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

自
災
防
第
６
６
０
０
│
５

０
１
号
中
央
西
地
区
耕
地

自
然
災
害
防
止
防
護
柵
設

置
工
事︵
仁
淀
川
町
高
瀬
︶


３
５
７
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

漁
改
第

│
２
号
沖
の
島

漁
港
︵
弘
瀬
地
区
︶
概
略

検
討
委
託
業
務
︵
宿
毛
市

沖
の
島
町
弘
瀬
︶


３
２
０
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

治
山
計
画
第
２
号
治
山
計

画
作
成
委
託
業
務
︵
中
央

東
林
業
事
務
所
管
内
︶


８
０
万
２
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

復
旧
第
７
│
４
号
中
切
復

旧
治
山
測
量
委
託
業
務

︵
大
川
村
中
切
︶


２
１
５
万
４
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

山
地
災
︵
県
営
︶
第
２
０

６
号
長
浜
山
地
災
害
防
止

︵
県
営
県
単
︶
委
託
業
務

︵
高
知
市
長
浜
︶


６
６
万
２
千

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

施
設
点
検
第
２
号
治
山
施

設
点
検
調
査
委
託
業
務

︵
中
央
東
林
業
事
務
所
管

内
︶


２
０
１
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

治
山
計
画
第
３
号
治
山
計

画
作
成
委
託
業
務
︵
土
佐

市
ほ
か
３
町
︶


２
４
２
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
電
子
入
札
・

環
自
第
３
│
４
号
白
岩
岬

園
地
遊
歩
道
改
修
工
事

︵
宿
毛
市
沖
の
島
︶


４
６
５
万

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
朝
倉
中
学
校

防
球
ネ

ト
改
修
工
事

︵
朝
倉
丁
６
０
４
番
地
の

１
︶

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
北
大
津
橋
補

修
工
事︵
春
野
町
弘
岡
下
︶

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
針
木
浄
水
場

高
架
水
槽
水
位
計
取
替
工

事
︵
針
木
北
一
丁
目
︶

▽
指
名
競
争
・
潮
江
南
ポ
ン

プ
場
外
感
震
器
設
置
工
事

︵
Ｒ
５
│
１
︶
︵
六
泉
寺

町

番
地
外
︶

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
朝
倉
分
区
汚

水
管
渠
築
造
工
事
︵
Ｒ
５

│
４
︶
に
伴
う
家
屋
事
前

調
査
委
託
業
務
︵
Ｒ
５
│

１
︶
︵
朝
倉
南
町
︶

︻

月

日
開
札
︼

▽
指
名
競
争
・
市
道
久
世
港

町
一
丁
目
線
他
配
水
管
布

設
工
事

▽
指
名
競
争
・
市
道
ム
ネ
カ

ネ
線
ム
ネ
カ
ネ
線
９
号
橋

補
修
工
事

▽
指
名
競
争
・
安
芸
市
営
球

場
旧
管
理
棟
解
体
工
事
設

計
委
託
業
務

︵
９
月

日
︶

▽
令
和
５
年
度
河
整
第
２
号

錦
川
ゲ

ト
ポ
ン
プ
電
気

工
事
︵
錦
︶

１
６
６
４
万

四
電
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ


１
８
６
２
万
　

１
６

６
４
万

︵
９
月

日
︶

▽
令
和
５
年
度
学
委
第
３
号

西
地
区
学
校
建
設
事
業
基

本
計
画
策
定
業
務
委
託

︵
希
望
ケ
丘
５
７
２
番
地

２
他
︶

不
調

▽
令
和
５
年
度
予
防
第
１
│

１
号
錦
地
区
が
け
く
ず
れ

住
家
防
災
対
策
工
事︵
錦
︶

２
７
１
万

　
松
本
建
設


３
０
５
万
　

２
７
１

万
▽
令
和
５
年
度
予
防
第
２
│

１
号
二
ノ
宮
地
区
が
け
く

ず
れ
住
家
防
災
対
策
工
事

︵
二
ノ
宮
︶

３
８
１
万
山
戸
造
園
土
木


４
２
９
万
　

３
８
１

万
▽
令
和
５
年
度
新
改
第
３
号

市
道
ミ
ノ
コ
シ
線
側
溝
整

備
工
事
︵
山
奈
町
山
田
︶

３
３
０
万
　
冨
士
工
務
店


３
７
０
万
　

３
３
０

万
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